
【スタート】拝島駅北口 
・時間 午前9時30分～11時 
【ゴール】うまかんべぇ～祭会場 
・時間 午後2時30分まで 
※参加費無料、事前申込み不要、完歩賞

あり。全長8kmのコースを歩きます。

ぼくも乗りたい 
べぇ～

変電所の公開同時開催 

同時開催 

同時開催 

21

㈯
日

22

㈰
日

グルメコンテスト 

ステージプログラム 

友好都市 喜多方市物産販売 
うまかんべぇ～ウォーキング
（西武鉄道株式会社と共催）

（東大和市商工会青年部主催）

21日
（土）のみ

22日
（日）のみ

 

ＨＲＰ～東大和市 
ランニングバイクパーク～ 

 

協賛・協力ブース 

雨天
決行 

第 ７ 回  

こどもあそび広場

フリーマーケット

市民グループや市内飲食店
など24団体が、東大和で採
れる農作物等を活用したオ
リジナルメニューでグランプ
リを競い合います。グラン
プリは、出展メニューを食べ
た皆さんの投票と、審査員審
査の総合評価で決定します。 

喜 多 方 市 産 の お
米、地酒、喜多方ラ
ーメン等の特産品
を販売します。手打
ちそばとラーメンも
食べられます。 

旧日立航空機株式会
社変電所の建物内部
を公開します。文化財
ボランティアの皆さん
が解説します。
・時間 午前10時～
　　　 午後3時   

ランニングバイクとは、ペダル
が付いていない子ども用の自
転車です。このランニングバイ
クの体験ができます。
当日会場でお申し込みください。
• 対象　2歳～6歳の子ども
• 費用　100円

多くの企業・団体等
がＰＲや商品販売
を行います。新鮮
な地場野菜の直売
もあります。うまべ
ぇグッズも販売して
います。 

4月21日㈯・22日㈰午前10時～午後3時 都立東大和南公園

１食 
１００円～
３００円 

日用品や洋服など
を販売します。掘り
出 し 物 が あ る か
も！？

子どもたちが楽しく
遊べるコーナーで
す。みんなで遊び
にきてね！

うまかんべぇ～祭の
詳しい情報は、市の
ホームページでチェ
ックしてください！

午前９時４０分 開会式
午前１０時 オープニングトーク＆出展者紹介
午前１０時１５分 三宅太鼓東大和教室
午前１０時４０分 パワーガリューションズ
午前１１時 会場から生中継～J：COM～
正午 かっ飛び！ぶっ飛び！なわとびクルー！
午後０時１５分 O-J-Suns
午後０時４５分 ロンド・アフリカン
午後１時１５分 お笑いライブ
午後１時４５分 コールセゾン
午後２時１５分 アーティストライブ（Fairy-AID、Ring-Trip）
  
午前１０時 オープニングトーク＆出展者紹介
午前１０時１５分 ブルーアース
午前１０時４５分 アロハハナレイ
午前１１時１５分 お笑いライブ
午前１１時４５分 かっ飛び！ぶっ飛び！なわとびクルー！
正午 東大和ゆうゆう体操パフォーマンス
午後０時２０分 ラディアルレイズ
午後０時５０分 アーティストライブ（Fairy-AID）
午後１時１０分 アルフェスタ吹奏楽団
午後１時４０分 ゆいま～るエイサー
午後２時１０分 アーティストライブ（さんみゅ～、Ring-Trip等）
午後３時３０分 閉会式
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今号の主な記事 ２面：平成30年度予算　　　　　３面：新しい子育てハンドブック　　　　　４面：あなたもチャレンジ介護予防
５面：高齢者福祉計画・第７期介護保険事業計画　　８面：公民館のイベント＆お知らせ　　９面：ごみセロプラン

市報をリニューアル！
─ 詳しくは６・７面で ─

今号から東やまと
市報が新しくな
り、全面カラーと
なりました。また、
ＡＲ（拡張現実）
を活用した動画配
信も開始します。 ▲カラー写真で桜の風景

　を紹介しています



 
 

一般会計 
歳入合計 

303億9,000万円

市税 
125億5,022万1千円 
41.3% 
市民税 
固定資産税 
都市計画税など 

国庫支出金 
57億8,121万8千円 

19.0% 
国からの負担金、補助金など

都支出金 
47億4,271万1千円 

15.6% 
都からの負担金、 

補助金など 

地方交付税 
16億5,000万円、5.4%

市債 
14億2,160万円、4.7% 

地方消費税交付金 
14億623万5千円、4.6%

繰入金 
10億3,918万2千円、3.4% 

その他、6.0% 
使用料及び手数料、 
分担金及び負担金など 

民生費 
171億4,257万6千円 
56.4% 
高齢者、障害者、 
児童などの福祉 

一般会計 
歳出合計 

303億9,000万円

教育費31億652万3千円、10.2% 
学校の環境整備、公民館、図書館の運営 

総務費27億6,613万円、9.1% 
市役所・市民センターの管理、防犯対策など

衛生費23億3,536万5千円、7.7% 
予防接種等の保健衛生、ごみ処理など

土木費17億5,757万2千円、5.8%
道路・公園の整備など

公債費16億3,617万円、5.4%
市債（借入金）の返済

消防費11億4,512万7千円、3.8%
消防団活動・災害対策など 

その他1.6% 

市債（借入金）の状況 （単位：千円）

区分 平成 29 年度末
現在高（見込）

平成 30 年度 
起債見込額 元金償還見込額 年度末現在高（見込）

総務債（本庁舎耐震補強事業等） 307,916  -  42,529 265,387
民生債（福祉施設整備等） 236,688  -  33,045 203,643
土木債（都市計画道路整備等） 1,630,800  -  281,659 1,349,141
教育債（学校教育施設整備等） 3,615,927 271,600 104,433 3,783,094
住民税等減税補てん債 454,023  -  111,451 342,572
臨時財政対策債 14,245,756 1,150,000 901,374 14,494,382
減収補てん債 161,752 -  14,708 147,044
小計（一般会計） 20,652,862 1,421,600 1,489,199 20,585,263
下水道債（下水道事業特別会計） 9,553,796 286,600 1,010,934 8,829,462
合計 30,206,658 1,708,200 2,500,133 29,414,725

積立基金の状況（一般会計） （単位：千円）

区分 平成 29 年度末
現在高（見込）

平成 30 年度 
積立金 とりくずし額 年度末現在高（見込） 

財政調整基金 2,270,710 500 1,014,182 1,257,028
一般会計減債基金 756,179 168 25,000 731,347
公共施設等整備基金 886,841 197 - 887,038
長寿社会福祉基金 44,350 12 - 44,362
環境緑化基金 237,945 47 - 237,992
り災救助基金 25,304 5  - 25,309
文化・スポーツ基金 39,517 10 - 39,527
旧日立航空機株式会社
変電所基金 6,780 6,913 - 13,693

合計 4,267,626 7,852 1,039,182 3,236,296

一般会計の主な事業
２款　総務費                                   
　PCB廃棄物の処分等に係る経費 4,721万円
　ふるさと納税制度の活用に係る経費 142万円
　市民会館の舞台音響設備等の更新に係る経費 4,409万円
　コンビニエンスストアにおける住民票の写し等の交付に係る経費 1,555万円
３款　民生費                                   
　東大和元気ゆうゆうポイント事業に係る経費 464万円
　東大和市総合福祉センターにおける自立支援給付費等の経費 １億2,325万円
　保育コンシェルジュの配置に係る経費 350万円
　保育施設の定員拡大に係る経費 ２億  732万円
　保育補助者雇上強化事業に係る経費 4,430万円
　民間学童保育所の運営に係る経費 2,885万円
　生活困窮者の自立支援に係る経費 2,980万円
４款　衛生費                                   
　骨髄バンク制度の普及啓発に係る経費 21万円
　妊産婦の相談・支援に係る経費 503万円
　育児パッケージの配布等に係る経費 539万円
　B型肝炎任意予防接種費用の助成に係る経費 151万円
６款　農林業費    
　認定農業者支援事業に係る補助金（増額分） 120万円
７款 商工費                                  
　商工会補助金（若手技術者の育成、空き店舗の活用等に係る補助） 115万円
　「うまかんべぇ～祭」実行委員会運営費補助金 390万円
８款　土木費                                   
　自転車等駐車場の環境整備に係る経費 1,761万円
　市内幹線道路の道路改良等に係る経費 6,480万円
　雨水浸透施設設置工事費及び雨水幹線管路補修工事実施設計委託料 1,300万円
　公園の長寿命化及び特色ある公園整備に係る経費 5,106万円
　公園灯のＬＥＤ化に係る経費 158万円
　狭山緑地管理事務所の建替えに係る経費 3,819万円
９款　消防費                                  
　防災行政無線（固定系）の更新に係る経費 1,100万円
　災害対策用備蓄品の整備に係る経費 523万円
10款　教育費                                  
　地域未来塾事業支援員の配置等に係る経費 1,103万円
　適応指導教室の指導員の配置に係る経費 266万円
　ティームティーチャー（協力指導員）の配置に係る経費 2,886万円
　小学校トイレの洋式化に係る経費（５校） 2,449万円
　小・中学校体育館バスケットゴール耐震化に係る経費（７校） １億5,017万円
　小学校特別教室等の冷房設備設置工事費（10校） ２億4,595万円
　中学校特別活動室等の冷房設備設置工事費（４校） 2,719万円
　旧日立航空機株式会社変電所の保存・改修工事基本設計に係る経費 389万円
　（仮称）東大和郷土美術園における駐車スペース等の整備に係る経費 147万円
　明治150年関連施策に係る経費 143万円
　桜が丘市民広場トイレのバリアフリー化に係る経費 5,025万円
　新学校給食センターの運営に係る経費 ３億3,687万円

特別会計の概要
国民健康保険事業　90億7,465万円  

国民健康保険は、東京都が財政運営の責任主体となり、市とともに制度運営を行う広域化が
実施されることから、歳入、歳出ともに予算科目が大きく変更となりました。予算総額は、
前年度に比べ17億1,863万円、15.9％の減となっています。 

　＜主な歳入＞国民健康保険税 16億9,272万円
　都支出金 62億8,149万円
　一般会計繰入金 10億6,838万円

　＜主な歳出＞保険給付費（保険加入者に係る療養給付費等） 62億6,662万円
　国民健康保険事業費納付金（広域化に伴う東京都への納付金） 25億  928万円 
　保健事業費 1億5,285万円 

下水道事業　21億　571万円                               
公共下水道施設の維持管理費や、市街化調整区域の公共下水道管渠（かんきょ）布設工事費、
公共下水道ストックマネジメントの策定に係る経費等を予算計上しました。予算総額は、
前年度に比べ8,135万円、3.7％の減となっています。 

　＜主な歳入＞下水道使用料及び手数料 13億4,105万円
　一般会計繰入金 4億5,657万円
　市債 2億8,660万円

　＜主な歳出＞総務費（管渠及び処理場の維持管理費等） 7億3,903万円
　事業費（管渠布設工事費及び処理場の建設費負担金等） 1億5,044万円
　公債費（市債（借入金）の元利償還金） 12億1,324万円

土地区画整理事業　１億6,850万円 
立野地区事業として、立野一丁目地区換地計画等委託料、道路舗装補修等工事費を予算計上
しました。予算総額は、前年度に比べ4,699万円、38.7％の増となっています。 

　＜主な歳入＞都支出金 1,400万円
　基金繰入金 1億1,891万円

　＜主な歳出＞立野地区事業費 1億3,291万円
介護保険事業　65億7,732万円                            

「東大和市高齢者福祉計画・第７期介護保険事業計画」の初年度として、居宅介護及び施設
介護サービス給付費等を予算計上しました。予算総額は、前年度に比べ１億5,620万円、
2.3％の減となっています。 

　＜主な歳入＞介護保険料 14億3,194万円
　国庫支出金 14億1,567万円
　支払基金交付金 16億6,911万円
　一般会計繰入金 10億6,318万円

　＜主な歳出＞総務費（介護認定審査会費等） 2億5,070万円
　保険給付費（居宅介護及び施設介護サービス給付費等） 58億7,077万円
　地域支援事業費（介護予防事業費等） 4億5,087万円

後期高齢者医療　20億 883万円  
75歳以上の方などの医療に係る後期高齢者医療制度について、東京都後期高齢者医療広域
連合に対する納付金や人間ドック等受診料助成費などを予算計上しました。予算総額は、前
年度に比べ1億642万円、5.6％の増となっています。 

　＜主な歳入＞後期高齢者医療保険料 8億8,725万円
　一般会計繰入金 10億4,495万円

　＜主な歳出＞広域連合納付金（広域連合運営費等に係る市負担金） 18億1,058万円
　保健事業費（健康診査費及び人間ドック等受診料助成費） 1億　741万円
　保険給付費（葬祭費） 2,650万円

※平成29年度末現在高（見込）は、平成30年2月22日（第5号補正予算）現在における額、平成30年度は当初予算における額です。

平成 30 年度予算 子育てしやすく住みよいまちを目指して
一般会計及び特別会計の予算総額 （単位：千円、％）

会計名 平成 30 年度 平成 29 年度 増減率 
一般会計 30,390,000 30,467,000 △ 0.3
国民健康保険事業特別会計 9,074,654 10,793,283 △ 15.9
下水道事業特別会計 2,105,711 2,187,062 △ 3.7
土地区画整理事業特別会計 168,503 121,514 38.7
介護保険事業特別会計 6,577,318 6,733,515 △ 2.3
後期高齢者医療特別会計  2,008,826 1,902,406 5.6

合計 50,325,012 52,204,780 △ 3.6

　平成30年度の一般会計と５つの特別会計を合わせた予算総額は、503億2,501万2,000円（前年度比3.6％
減）となりました。
　一般会計予算では、民間保育園等の定員を拡大するとともに、保育士等の確保対策を新たに実施するなど、
乳幼児の受入れ体制の安定化に向けて環境の整備を図ります。学校教育では、放課後等における児童・生徒
の学習支援として地域未来塾を実施するなど、基礎学力の定着に向けて取組を進めるとともに、小学校トイ
レの洋式化工事など学校施設の環境改善を図ります。
　また、障害者福祉の充実を図るほか、高齢者の健康寿命の延伸を図る取組を進め、Ｂ型肝炎予防接種につ
いては、未接種の３歳児が任意接種した場合の費用に対する一部助成を新たに実施します。
　この他にも、市のブランドメッセージの活用等によるシティプロモーションや明治150年関連事業に取り
組みます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　▷問合せ　財政課・内線1431まで

歳入 歳出 

市民意識調査へのご協力ありがとうございました 市民意識調査（平成30年2月〜 3月実施）へのご協力ありがとうございました。今後、皆さんの回答を
集計・分析し、報告書をまとめ、市のホームページ等で公表します／問合せ 企画課・内線1425まで

市役所☎042−563−2111（代） 平成 3 0 ・ 4 ・ 1 5 2東やまと市報



新しい子育てハンドブックを 
ご利用ください 
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子ども家庭支援センターを
ご利用ください

5月の出張かるがもひろば
日にち 場所

5月11日㈮ 湖畔集会所
5月16日㈬ 仲原集会所
5月23日㈬ 清水集会所
5月29日㈫ むこうはら児童館
※時間は各回とも午前10時30分
〜11時45分です。

市
職
員
の
人
事
異
動

市
立
小
・
中
学
校

校
長
・
副
校
長
の
人
事
異
動

■
０
歳
児
親
子
を
対
象
に
し
た

開
放
日

　

０
歳
児
親
子
を
対
象
に
子
ど

も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
の
地
域

活
動
室
を
開
放
し
ま
す
。
親
子

同
士
で
一
緒
に
遊
ん
だ
り
、
友

だ
ち
づ
く
り
や
情
報
交
換
し
た

り
と
、
交
流
を
楽
し
み
ま
せ
ん

か
。
午
前
11
時
か
ら
ふ
れ
あ
い

遊
び
を
行
い
ま
す
。
事
前
の
予

約
は
不
要
で
す
。

▽
対
象　

０
歳
児
と
そ
の
保
護

者▽
日
時　

５
月
10
日
㈭
午
前
10

時
〜
午
後
１
時

▽
場
所　

子
ど
も
家
庭
支
援
セ

ン
タ
ー

■
出
張
か
る
が
も
ひ
ろ
ば

　

保
育
士
が
児
童
館
や
集
会
所

な
ど
に
出
張
し
、
親
子
で
手
遊

び
や
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、
参

加
者
同
士
の
情
報
交
換
な
ど
を

行
い
ま
す
。
育
児
や
子
ど
も
の

発
達
な
ど
に
つ
い
て
も
ご
相
談

を
お
受
け
し
ま
す
。

▽
対
象　

３
歳
ま
で
の
乳
幼
児

と
そ
の
保
護
者

▽
日
時
・
場
所　

下
表
の
と
お

り■
５
月
18
日
㈮
は
休
館
で
す

　

害
虫
駆
除
の
た
め
、
終
日
休

館
と
な
り
ま
す
。
利
用
を
予
定

さ
れ
て
い
た
方
々
に
は
ご
迷
惑

を
お
か
け
し
ま
す
が
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

▪
以
上
の
お
問
合
せ
は
、
子
ど

も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
☎
042
─

565
─
３
６
５
１
ま
で
。

　

保
護
者
の
就
労
・
通
院
・
介

護
・
出
産
・
冠
婚
葬
祭
等
の
理

由
で
、
一
時
的
に
ご
家
庭
で
お

子
さ
ん
を
保
育
す
る
こ
と
が
難

し
く
な
っ
た
と
き
に
、
お
子
さ

ん
を
お
預
か
り
し
ま
す
。

　

利
用
条
件
な
ど
は
施
設
に
よ

　

納
付
期
限
ま
で
の
納
付
を
お

願
い
し
ま
す
。

■
軽
自
動
車
税
納
税
通
知
書

　

バ
イ
ク
・
軽
自
動
車
等
を
本

年
４
月
１
日
（
賦
課
期
日
）
現

在
所
有
し
て
い
る
方
に
対
し
て
、

５
月
１
日
㈫
に
発
送
し
ま
す
。

　

納
付
期
限
は
５
月
31
日
㈭
で

す
。

▽
問
合
せ　

課
税
課
・
内
線
１

０
５
３
ま
で
。

っ
て
異
な
り
ま
す
の
で
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
対
象
施
設

・
向
原
保
育
園
（
☎
042
─
563
─

３
８
３
３
）

・
大
和
東
保
育
園
（
☎
042
─
561

─
２
９
５
８
）

・
玉
川
上
水
保
育
園
（
☎
042
─

566
─
８
６
７
２
）

・
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
042
─
565
─
３
６
５
５
）

　

４
月
１
日
付
の
部
課
長
級
人

事
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

（
）
内
の
職
名
は
前
職
で
す
。

◎
異
動

【
部
長
級
】

▽
総
務
部
長　

阿
部
晴
彦
（
学

校
教
育
部
長
）

▽
学
校
教
育
部
長　

田
村
美
砂

（
監
査
委
員
事
務
局
参
事
兼
監

査
委
員
事
務
局
長
事
務
取
扱
）

▽
学
校
教
育
部
参
事
兼
教
育
指

導
課
長
事
務
取
扱　

佐
藤
洋
士

（
東
京
都
教
育
庁
）

▽
監
査
委
員
事
務
局
参
事
兼
監

査
委
員
事
務
局
長
事
務
取
扱

尾
又
斉
夫（
福
祉
部
副
参
事（
地

域
包
括
ケ
ア
・
計
画
担
当
））

【
課
長
級
】

▽
企
画
財
政
部
企
画
課
長　

荒

井
亮
二
（
企
画
財
政
部
企
画
課

長
兼
企
画
担
当
係
長
事
務
取
扱
）

▽
企
画
財
政
部
副
参
事
（
総
合

　

４
月
１
日
付
の
校
長
・
副
校

長
人
事
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し

ま
す
。（
）
内
の
職
名
は
前
職
で

す
。

【
校
長
】

▽
第
一
小　

菅
野
仁
一
（
第
一

小
学
校
長
）（
再
任
用
）

▽
第
二
小　

伊
藤
誠
治
（
第
八

小
学
校
長
）

▽
第
三
小　

雨
宮
敏
彦
（
第
四

中
学
校
長
）（
再
任
用
）

▽
第
八
小　

吉
行
一
敏
（
第
十

小
学
校
長
）

▽
第
九
小　

大
中
勲
（
第
九
小

戦
略
推
進
等
担
当
）　

星
野
宏

徳
（
総
務
部
副
参
事
（
法
規
担

当
）
兼
法
規
係
長
事
務
取
扱
）

▽
企
画
財
政
部
財
政
課
長　

川

口
荘
一
（
企
画
財
政
部
財
政
課

長
兼
財
政
担
当
係
長
事
務
取
扱
）

▽
総
務
部
副
参
事（
法
規
担
当
）

兼
法
規
係
長
事
務
取
扱　

広
沢

光
政
（
総
務
部
長
）（
再
任
用
）

▽
市
民
部
保
険
年
金
課
長　

越

中
洋
（
市
民
部
保
険
年
金
課
長

兼
高
齢
者
医
療
年
金
係
長
事
務

取
扱
）

▽
市
民
部
課
税
課
長
兼
主
査

（
市
民
税
担
当
）
事
務
取
扱

真
野
淳
（
市
民
部
課
税
課
長
兼

土
地
資
産
税
係
長
事
務
取
扱
）

▽
市
民
部
副
参
事
（
観
光
推
進

担
当
）
兼
観
光
係
長
事
務
取
扱

宮
田
智
雄（
市
民
部
副
参
事（
観

光
推
進
担
当
））

▽
子
育
て
支
援
部
保
育
課
長　

学
校
長
）（
再
任
用
）

▽
第
十
小　

澤
﨑
彰
一
（
第
二

小
学
校
長
）

▽
第
二
中　

松
村
正
博
（
第
二

中
学
校
長
）（
再
任
用
）

▽
第
四
中　

住
吉
豊
（
第
三
小

学
校
長
）

【
副
校
長
】

▽
第
二
小　

菅
野
有
里
（
第
六

小
学
校
主
幹
教
諭
）

▽
第
五
小　

西
原
口
治
（
第
五

小
学
校
副
校
長
）（
再
任
用
）

▽
第
七
小　

吉
澤
眞
（
第
七
小

学
校
副
校
長
）（
再
任
用
）

関
田
孝
志（
環
境
部
環
境
課
長
）

▽
子
育
て
支
援
部
青
少
年
課
長

兼
青
少
年
育
成
係
長
事
務
取
扱

新
海
隆
弘
（
子
育
て
支
援
部
青

少
年
課
長
）

▽
福
祉
部
副
参
事
（
地
域
包
括

ケ
ア
・
計
画
担
当
）　

原
里
美

（
福
祉
部
副
参
事
（
臨
時
福
祉

給
付
金
等
担
当
））

▽
環
境
部
環
境
課
長　

宮
鍋
和

志（
子
育
て
支
援
部
保
育
課
長
）

▽
学
校
教
育
部
給
食
課
長　

斎

藤
謙
二
郎
（
学
校
教
育
部
給
食

課
長
兼
給
食
係
長
事
務
取
扱
）

▽
社
会
教
育
部
中
央
図
書
館
長

當
摩
弘
（
社
会
教
育
部
中
央
図

書
館
長
兼
主
査
（
計
画
担
当
）

事
務
取
扱
）

◎
退
職
（
３
月
31
日
付
）

【
課
長
級
】

▽
企
画
財
政
部
副
参
事
（
総
合

戦
略
推
進
等
担
当
）
北
田
和
雄

◎
帰
任

【
部
長
級
】

▽
東
京
都
教
育
庁　

岡
田
博
史

（
学
校
教
育
部
参
事
兼
教
育
指

導
課
長
事
務
取
扱
）

▽
第
八
小　

松
原
貴
志
（
教
職

員
研
修
セ
ン
タ
ー
研
修
部
授
業

力
向
上
課
指
導
主
事
）

▽
第
一
中　

佐
伯
あ
つ
子
（
八

王
子
市
立
横
山
中
学
校
主
幹
教

諭
）

▽
第
二
中　

多
田
春
美
（
第
八

小
学
校
副
校
長
）

◎
転
出

▽
世
田
谷
区
立
松
沢
小
学
校
長

濱
辺
理
佐
子
（
第
二
小
学
校
副

校
長
）

▽
調
布
市
立
第
三
中
学
校
長　

大
瀬
義
一
（
第
一
中
学
校
副
校

長
）

▽
多
摩
市
立
和
田
中
学
校
主
幹

教
諭　

直
井
孝
夫
（
第
二
中
学

校
副
校
長
）

■
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税

納
税
通
知
書

　

土
地
・
家
屋
・
償
却
資
産
を

本
年
１
月
１
日
（
賦
課
期
日
）

現
在
所
有
し
て
い
る
方
に
対
し

て
、
５
月
１
日
㈫
に
発
送
し
ま

す
。

　

納
付
期
限
は
第
１
期
が
５
月

31
日
㈭
、
第
２
期
が
７
月
31
日

㈫
、
第
３
期
が
12
月
25
日
㈫
、

第
４
期
が
平
成
31
年
２
月
28
日

㈭
で
す
。

▽
問
合
せ　

課
税
課
土
地
資
産

税
係
・
内
線
１
０
５
７
、家
屋
資

産
税
係
・
内
線
１
０
６
０
ま
で
。

疾走・激走・感動を見る
多摩湖駅伝大会写真展
　３月21日に開催した多摩湖駅
伝大会で撮影された、懸命に走
る選手と声援をおくる人たちの
写真を展示します。

お
子
さ
ん
を
一
時
的
に

お
預
か
り
で
き
ま
す

納
税
通
知
書
を

　
　
発
送
し
ま
す

・東大和市ふれあい広場
　�４月16日㈪～４月18日㈬午前11時～午後６時（18日は
午後２時まで）
・市役所１階入口ホール
　�４月20日㈮～26日㈭午前９時～午後５時（20日は正午
から、26日は午後３時まで）
・郷土博物館ロビー
　�５月９日㈬～５月18日㈮午前９時～午後５時（９日は正
午から、18日は正午まで。月曜日は休館日）
▷問合せ　社会教育課・内線1555まで。

４月は東大和市接遇強化月間 「あいさつと　笑顔であがる　第一印象」市の職員が、朝の一斉あいさつを行い、身だしな
みに気をつける等、市民サービスの向上を図ります／問合せ　職員課・内線1333まで

市役所☎042−563−2111（代）平成 3 0 ・ 4 ・ 1 53 東やまと市報



後
期
高
齢
者
医
療

平
成
30
・
31
年
度
の

保
険
料
率
が
決
ま
り
ま
し
た

▽
平
成
30
・
31
年
度
の
保
険
料

率　

後
期
高
齢
者
医
療
の
保
険

料
率
は
２
年
間
の
給
付
費
を
推

計
し
て
、
２
年
ご
と
に
見
直
さ

れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

東
京
都
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
で
は
、平
成
30
・
31
年
度
の

新
し
い
保
険
料
率
を
決
定
し
ま

し
た
（
表
１
）。

▽
均
等
割
額
の
軽
減
措
置　

同

じ
世
帯
の
被
保
険
者
全
員
と
世

帯
主
の
「
総
所
得
金
額
等
を
合

計
し
た
額
」
を
も
と
に
し
た
軽

減
措
置
が
あ
り
ま
す
（
表
２
）。

▽
所
得
割
額
の
軽
減
措
置　

被

保
険
者
本
人
の
「
賦
課
の
も
と

と
な
る
所
得
金
額
」
を
も
と
に

し
た
軽
減
措
置
が
あ
り
ま
す

（
表
３
）。

▽
被
扶
養
者
の
軽
減
措
置　

後

期
高
齢
者
医
療
制
度
加
入
の
前

日
ま
で
会
社
の
健
康
保
険
な
ど

（
国
民
健
康
保
険
・
国
民
健
康

保
険
組
合
は
除
く
）
の
被
扶
養

者
だ
っ
た
方
の
軽
減
措
置
が
あ

り
ま
す
。
平
成
30
年
度
は
均
等

割
額
５
割
軽
減
、
所
得
割
額
は

賦
課
し
ま
せ
ん
。
平
成
31
年
度

以
降
は
加
入
か
ら
２
年
を
経
過

す
る
月
ま
で
均
等
割
額
５
割
軽

減
、
所
得
割
額
の
賦
課
に
つ
い

て
は
未
定
で
す
。
な
お
、
低
所

得
に
よ
る
均
等
割
額
の
軽
減

（
表
２
）
に
該
当
す
る
場
合
は
、

軽
減
割
合
の
高
い
方
が
優
先
さ

れ
ま
す
。

▽
平
成
30
年
度
の
保
険
料
額　

一
人
ひ
と
り
の
保
険
料
額
は
、

７
月
中
旬
に
郵
送
に
て
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

▽
問
合
せ　

保
険
年
金
課
・
内

線
１
０
２
８
ま
で
。

表1　平成30・31年度の保険料率
均等割額

＋
所得割額

＝
保険料額（年額）

一人当たり43,300円 賦課のもととなる所得金額×8.80％ （限度額62万円）

※�「賦課のもととなる所得金額」とは、前年の総所得金額及び山林所得金額並びに株
　式・長期（短期）譲渡所得金額等の合計から基礎控除額33万円を控除した額です（た
　だし、雑損失の繰越控除額は控除しません）。

表2　均等割額の軽減措置
総所得金額等の合計が下記に該当する世帯 軽減割合

33万円以下で被保険者全員が年金収入80
万円以下で、かつ、その他の所得がない 9割

33万円以下で9割軽減の基準に該当しない 8.5割

33万円＋（27.5万円×被保険者の数）以下 5割

33万円＋（50万円×被保険者の数）以下 2割

※�65歳以上（平成30年１月１日時点）の方の公的年金
所得については、その所得からさらに15万円（高齢
者特別控除額）を差し引いた額で判定します。

※�世帯主が被保険者でない場合でも、世帯主の所得は�
軽減を判定する対象となります。

表3　所得割額の軽減措置
賦課のもととなる所得金額 軽減割合

15万円以下 50％

20万円以下 25％

あなたもチャレンジ介護予防
いきいきと自分らしく過ごせるよう健康づくりに取り組んでみませんか。
まずは高齢介護課（市役所2階）か、お近くの高齢者ほっと支援センターにお問い合わせください。

▷問合せ・申込み　〒207-8585 東大和市中央3-930 東大和市役所高齢介護課（☎042-563-2111）

～楽しみマッスル教室、いきいき運動プラスの申込み方法～
はがきに希望する教室（楽しみマッスル教室の場合は①か②のどちらかも）、申込者の住所、氏名（ふりがな）、生年月日、電
話番号を記入して、4月27日㈮（消印有効）までに、〒207-8585 東大和市中央3-930 東大和市役所 高齢介護課へ郵送して
ください。高齢介護課窓口でも申込みできます。

●いきいき運動プラス（無料）
転ばないための体づくり（トレーニング）を行います。正し
い歯磨きの方法、口腔体操、栄養改善に必要な知識も学びま
す。
65歳以上で要支援・要介護認定を受けていない方が参加で
きます。
▷日時　5月16日～8月15日の毎週水曜日
　　　　午後2時～3時30分
▷場所　上北台市民センター
▷定員　20人

※8月～11月、11月～3月にも同様の教室を行う予定です

●楽しみマッスル教室（無料）
筋力向上のためのマシントレーニングを行います。
65歳以上で要支援・要介護認定を受けていない方が参加で
きます。
▷日時　①5月14日～8月20日の毎週月曜日
　　　　　午前10時～11時30分
　　　　②5月18日～8月17日の毎週金曜日
　　　　　午前10時～11時30分
▷場所　①、②とも東大和市ロンド
　　　　みんなの体育館
▷定員　各10人
※8月～11月、11月～3月にも同様の教室を行う予定です。

●基本チェックリスト
日常生活で必要になる能力を「基本チェックリスト」でチェ 
ックし、介護予防に役立てましょう。
75歳以上で、要支援・要介護認定を受けていない、平成30 
年4月1日に年齢が奇数の方が対象です。
対象の方には、4月上旬にチェックリストを送付します。

東大和元気ゆうゆう体操を普及させるための活動をする
体操普及推進委員養成講座は5月上旬募集予定です。

（こちらはどなたでも参加できます）

まずはチェック！

交通災害共済「ちょこっと共済」の加入受付を行っています わずかな掛け金で加入でき、手続きも簡単です。ぜひご加入ください 
／問合せ　土木課・内線1213まで

市役所☎042−563−2111（代） 平成 3 0 ・ 4 ・ 1 5 4東やまと市報



東大和市
高齢者福祉計画
・第７期介護保
険事業計画

　

高
齢
者
福
祉
計
画
は
、
老
人

福
祉
法
の
規
定
に
基
づ
く
市
町

村
老
人
福
祉
計
画
と
し
て
策
定

す
る
計
画
で
す
。
ま
た
、
介
護

保
険
事
業
計
画
は
、
介
護
保
険

法
の
規
定
に
基
づ
く
市
町
村
介

護
保
険
事
業
計
画
と
し
て
策
定

す
る
計
画
で
す
。
市
で
は
、
高

齢
者
福
祉
施
策
と
介
護
保
険
施

策
を
総
合
的
に
推
進
す
る
た
め
、

両
計
画
を
一
体
的
な
計
画
と
し

て
策
定
し
ま
し
た
。

▽
計
画
の
概
要　

計
画
は
、
高

齢
者
を
取
り
巻
く
様
々
な
課
題

に
適
切
に
対
応
し
、
高
齢
者
が

住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て

い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
社
会
を

実
現
す
る
た
め
、
東
大
和
市
が

目
指
す
基
本
的
な
目
標
を
定
め
、

あ
わ
せ
て
そ
の
実
現
に
向
け
て

取
り
組
む
べ
き
施
策
を
定
め
る

た
め
に
策
定
す
る
も
の
で
す
。

少
子
高
齢
化
の
進
展
や
、
ひ
と

り
暮
ら
し
高
齢
者
、
高
齢
者
の

み
の
世
帯
が
急
速
に
増
加
す
る

と
と
も
に
、
要
介
護
者
等
を
支

え
て
き
た
家
族
の
状
況
も
変
化

し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
住
み
慣
れ

た
地
域
で
暮
ら
し
続
け
た
い
と

考
え
る
高
齢
者
同
士
が
互
い
に

助
け
合
い
、
と
き
に
は
地
域
の

担
い
手
と
し
て
活
躍
す
る
な
ど
、

と
も
に
支
え
合
う
地
域
社
会
を

実
現
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
お
り
、
こ
う
し
た
社
会
状

況
も
考
慮
し
、
本
計
画
を
策
定

し
ま
し
た
。

▽
保
険
料　

第
７
期
計
画
期
間

に
お
け
る
介
護
保
険
料
を
改
定

し
ま
し
た
。
市
で
は
、
介
護
給

付
費
等
準
備
基
金
を
取
り
崩
し

て
、
保
険
料
の
負
担
軽
減
に
努

め
て
い
ま
す
。

▽
介
護
保
険
事
業
の
円
滑
な
運

営　

市
で
は
、
サ
ー
ビ
ス
が
円

滑
に
提
供
さ
れ
る
体
制
づ
く
り

を
進
め
る
た
め
、
①
要
介
護
認

定
の
適
正
化
②
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
の
適
正
化
③
介
護
報
酬
の

適
正
化
④
住
宅
改
修
、
福
祉
用

具
購
入
に
係
る
利
用
者
宅
訪
問

調
査
⑤
医
療
計
画
と
の
整
合
性

の
確
保
⑥
低
所
得
者
へ
の
支
援

⑦
保
険
料
納
入
の
利
便
性
の
確

保
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

▽
計
画
の
実
施
状
況
の
点
検
・

評
価　

本
計
画
の
進
行
管
理
に

あ
た
っ
て
は
、
設
定
し
た
目
標
、

　

市
は
、
市
内
に
住
所
の
あ
る

結
婚
50
年
を
経
過
し
た
ご
夫
婦

（
昭
和
43
年
４
月
１
日
～
昭
和

44
年
３
月
31
日
に
婚
姻
届
を
提

出
さ
れ
た
ご
夫
婦
）
に
祝
状
を

お
贈
り
し
て
い
ま
す
。
申
込
み

は
随
時
受
付
し
て
い
ま
す
が
、

祝
状
を
贈
呈
す
る
の
は
50
年
を

経
過
し
た
日
以
降
に
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
前
年
度
に
申
込
み
が

で
き
な
か
っ
た
ご
夫
婦
（
昭
和

42
年
４
月
１
日
～
昭
和
43
年
３

月
31
日
の
間
に
婚
姻
届
を
提
出

さ
れ
た
ご
夫
婦
）
も
対
象
と
し

　

市
は
、
障
害
者
施
策
推
進
の

た
め
策
定
し
た
第
３
次
東
大
和

市
障
害
者
計
画
・
第
４
期
東
大

和
市
障
害
福
祉
計
画
の
計
画
期

間
の
終
了
に
伴
い
、
市
民
の
皆

さ
ん
の
ご
意
見
の
反
映
に
努
め
、

新
た
な
計
画
と
し
て
第
４
次
東

大
和
市
障
害
者
計
画
・
第
５
期

東
大
和
市
障
害
福
祉
計
画
・
第

１
期
東
大
和
市
障
害
児
福
祉
計

画
を
一
体
的
に
し
た
東
大
和
市

障
害
者
総
合
プ
ラ
ン
を
策
定
し

ま
し
た
。

・
障
害
者
計
画
：
障
害
者
基
本

法
の
規
定
に
基
づ
く
計
画

・
障
害
福
祉
計
画
：
障
害
者
の

▽
募
集
戸
数　

高
齢
者
の
み
の

世
帯（
２
人
以
上
）用
：
１
戸（
平

成
30
年
７
月
１
日
入
居
予
定
）

▽
応
募
資
格　

次
の
全
て
の
条

件
に
該
当
す
る
方
①
平
成
30
年

４
月
15
日
現
在
65
歳
以
上
の
高

齢
者
の
み
の
世
帯
に
属
す
る
こ

と
②
直
近
１
年
以
上
市
内
に
住

民
票
が
あ
り
、
居
住
し
て
い
る

こ
と
③
次
の
い
ず
れ
か
の
理
由

で
住
む
場
所
に
困
り
、
自
分
で

替
わ
り
の
住
宅
を
見
つ
け
ら
れ

な
い
こ
と
（
立
ち
退
き
要
求
を

受
け
て
い
る
。
現
住
居
が
保
安

見
込
量
等
に
関
連
す
る
デ
ー
タ

の
収
集
を
定
期
的
に
実
施
し
ま

す
。
各
年
度
の
事
業
の
実
績
・

進
捗
に
つ
い
て
は
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ

サ
イ
ク
ル
（
計
画

－

実
施

－

評

価

－

改
善
）
に
よ
る
効
率
的
な

施
策
の
進
行
管
理
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
施
策
の
実
施
状
況
及

び
目
標
の
達
成
状
況
に
関
す
る

調
査
及
び
分
析
を
行
い
、
介
護

保
険
事
業
計
画
の
実
績
に
関
す

る
評
価
を
行
い
ま
す
。

▽
問
合
せ　

高
齢
介
護
課
・
内

線
１
１
８
５
ま
で
。

介
護
保
険
料
が

　変
わ
り
ま
す

　

介
護
保
険
料
は
、
高
齢
化
の
進
行
に

よ
る
給
付
費
の
増
加
を
踏
ま
え
て
改
定

し
ま
し
た
。
な
お
、
準
備
基
金
の
多
く

を
活
用
す
る
と
と
も
に
、
低
所
得
の
方

に
適
用
さ
れ
る
第
１
段
階
に
も
公
費
を

投
入
し
、
全
体
と
し
て
保
険
料
の
上
昇

の
抑
制
を
図
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ

れ
ま
で
12
段
階
に
分
か
れ
て
い
た
介
護

保
険
料
の
区
分
を
13
段
階
に
す
る
な
ど
、

負
担
軽
減
と
適
正
化
に
努
め
ま
し
た

（
下
表
参
照
）。

▽
問
合
せ　

高
齢
介
護
課
・
内
線
１
１

８
５
ま
で
。

介護保険料段階表
所得段階 対象者 年額保険料

第1段階

世帯全員が市民税非課税で、生活保護受
給者、老齢福祉年金受給者、あるいは本
人の前年の合計所得金額と課税年金収入
額の合計が80万円以下の方

28,800円

第2段階
世帯全員が市民税非課税で、本人の前年
の合計所得金額と課税年金収入額の合計
が80万円超120万円以下の方

40,800円

第3段階
世帯全員が市民税非課税で、本人の前年
の合計所得金額と課税年金収入額の合計
が120万円超の方

45,600円

第4段階
本人が市民税非課税で世帯に市民税課税
者がいる方で、前年の合計所得金額と課
税年金収入額の合計が80万円以下の方

55,200円

第5段階
本人が市民税非課税で世帯に市民税課税
者がいる方で、前年の合計所得金額と課
税年金収入額の合計が80万円超の方

62,400円

第6段階 本人が市民税課税で前年の合計所得金額
が120万円未満の方 72,000円

第7段階 本人が市民税課税で前年の合計所得金額
が120万円以上200万円未満の方 79,200円

第8段階 本人が市民税課税で前年の合計所得金額
が200万円以上300万円未満の方 93,600円

第9段階 本人が市民税課税で前年の合計所得金額
が300万円以上400万円未満の方 104,400円

第10段階 本人が市民税課税で前年の合計所得金額
が400万円以上600万円未満の方 112,800円

第11段階 本人が市民税課税で前年の合計所得金額
が600万円以上800万円未満の方 122,400円

第12段階 本人が市民税課税で前年の合計所得金額
が800万円以上1000万円未満の方 132,000円

第13段階 本人が市民税課税で前年の合計所得金額
が1000万円以上の方 141,600円

金
婚
祝
状
を

　贈
呈
し
ま
す

高
齢
者
住
宅

「
ピ
ア
芋
窪
」

入
居
者
を
募
集
し
ま
す

て
い
ま
す
。
該
当
す
る
方
は
高

齢
介
護
課
（
市
役
所
２
階
）
へ

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▽
申
請
に
必
要
な
も
の　

印
鑑 

（
朱
肉
を
使
用
す
る
も
の
）、戸

籍
の
全
部
事
項
証
明
書
ま
た
は

戸
籍
謄
本
（
３
か
月
以
内
に
発

行
さ
れ
た
も
の
）

▽
問
合
せ　

高
齢
介
護
課
・
内

線
１
１
７
６
ま
で
。

上
ま
た
は
保
健
衛
生
上
劣
悪
な

状
態
で
あ
る
。
経
済
的
理
由
に

よ
り
継
続
し
て
居
住
す
る
こ
と

が
困
難
）
④
健
康
で
、
自
立
し

て
日
常
生
活
が
で
き
る
こ
と
⑤

平
成
28
年
中
の
収
入
が
二
五
六

万
八
、
〇
〇
〇
円
以
下
で
あ
る

こ
と

▽
申
込
書
の
配
布　

４
月
16
日

㈪
か
ら
高
齢
介
護
課
（
市
役
所

２
階
）、
地
域
振
興
課
（
市
役

所
３
階
）、
市
民
セ
ン
タ
ー
で

配
布
し
ま
す
。

▽
申
込
み　

４
月
27
日
㈮
午
後

５
時
ま
で
に
高
齢
介
護
課
へ
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

高
齢
介
護
課
・
内

線
１
１
７
７
ま
で
。

東
大
和
市

障
害
者
総
合
プ
ラ
ン
を
策
定

日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総

合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律

（
障
害
者
総
合
支
援
法
）
の
規

定
に
基
づ
く
計
画

・
障
害
児
福
祉
計
画
：
児
童
福

祉
法
の
規
定
に
基
づ
く
計
画

▽
計
画
の
概
要　

こ
の
計
画
は
、

第
二
次
基
本
構
想
に
即
し
、
第

五
次
地
域
福
祉
計
画
と
整
合
を

図
り
策
定
し
ま
し
た
。
な
お
、

第
５
期
東
大
和
市
障
害
福
祉
計

画
及
び
第
１
期
東
大
和
市
障
害

児
福
祉
計
画
は
、
国
の
同
計
画

に
係
る
基
本
的
な
指
針
と
東
京

都
の
基
本
的
考
え
方
を
踏
ま
え

た
内
容
と
す
る
も
の
で
す
。

【
音
訳
版
Ｃ
Ｄ
を
配
布
し
ま
す
】

　

視
覚
障
害
者
の
方
を
対
象
に
、

計
画
の
概
要
を
収
録
し
た
Ｃ
Ｄ

（
デ
イ
ジ
ー
版
）を
障
害
福
祉
課

（
市
役
所
１
階
）で
配
布
し
ま
す
。

▽
問
合
せ　

障
害
福
祉
課
・
内

線
１
１
２
３
ま
で
。

○障害者に係る施策の展開
（第４次東大和市障害者計画）

　障害者に係る施策を体系的に整理し、施策ごとに
128の具体的な事業（第５次地域福祉計画の取組を
含む）を位置付けました。

○数値目標と確保のための方策
（第5期東大和市障害福祉計画･第1期東大和市障害児
福祉計画）

　第５期東大和市障害福祉計画・第１期東大和市障
害児福祉計画としての数値目標等を定めています。

○計画の実施と評価
１�障害のある人の地域生活支援の仕組み
２�関係機関・団体との連携
３�計画の評価と進行管理

　計画の理念を「障害のある人もない人も、
すべての人がお互いを尊重し支えあう、共生
社会の構築を」と定め、４つの目標を掲げま
した。

１�自立を支える基盤づくり
２�自立を支えるサービスの充実
３�ライフステージに対応した支援の充実
４�共生社会実現をめざした地域づくり

　本計画から、特に重点的に取り組む項目と
して、３つの重点施策を掲げました。

１�障害者の権利擁護、理解促進のための施策
２�地域で安心して暮らし続けるための施策
３�障害者の経済的自立と就労のための施策

計画の理念・目標

重要施策

計画の柱

　団塊の世代が75歳以上となる平成37年の東大和市が目指
すべき高齢社会を念頭に、基本理念を「支え合う地域の中で　
高齢者の意思が尊重され　健康で生きがいを持って　暮らせ
るまち　東大和」と定め、高齢者が住み慣れた地域で支え合い
ながら、尊厳を保ち、健康でいきいきと安心して、自分らしく
生活できる東大和市を目指します。また、第７期の基本目標は、�
計画の基本理念を実現するため、地域共生社会の実現と地域包
括ケアシステムの強化につながるよう、「地域共生社会につな
げる地域包括ケアシステムの推進」と定めます。

　基本目標を具体化し、基本理念を実
現するため、次の４つの施策により、
総合的に展開していきます。

１　在宅医療・介護連携の推進
２　認知症施策の推進
３　介護予防の推進
４　�高齢者ほっと支援センターの機能

強化

計画の理念・目標

計画の柱

《ゴールデンウィーク》小学生はちょこバスに50円で乗車できます 4月29日㈰～ 5月7日㈪の間、小学生は通常運賃90円のところ、50円（現金の
み）で、ちょこバスに乗ることができます／問合せ　都市計画課・内線1256まで
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友好都市喜多方市イベント情報
喜多方市に出かけよう！

棚田の桜ウォーク

▽期日
　４月30日（振替休日）雨天決行

▽集合場所・時間
　ハッピーランドあいかわグラウンド
　（喜多方市山都町相川字鶴巻田甲978-4）
　午前９時30分～10時

▽参加費
　事前申込：大人500円、中学生以下300円
　当日申込：大人700円、中学生以下500円
※�その他のイベント情報は喜多方観光物産協
会のホームページ（http://www.kitakata-
kanko.jp)をご覧ください。

▽友好都市に関する問合せ
　地域振興課・内線1711まで。

　春になると沼の平の棚田では、120本
程の桜が咲きほこり、棚田と桜の奏で
る荘厳な風景がご覧いただけます。イ
ベント当日は、お楽しみ抽選会や同日
開催の手作り屋台市が楽しめます。
　参加申込み・問合せは、４月20日㈮
までに、喜多方市山都総合支所産業課
（☎0241－38－3831）へ。

東やまと市報

主な内容
・�全ページをカラー化し、タイトル周りのデザ
インも一新しました。

・�用紙サイズを大きくし、文字サイズも、より
見やすくなるよう大きくしました。

・�用紙の大判化により生じた紙面のスペースを
有効に活用するため、市報最終面の企業広告
を、これまでの毎月15日号のみ（年12回）
から毎号掲載（年24回）に増やし、歳入を
得る試みを実践します。

市民の皆さんにとって身近で親
しみのある紙面とするため、東
やまと市報を今号からリニュー
アルしました。

　スマートフォン用のアプリ「HP�
Reveal」を使って、東やまと市�
報の中にある　　マークの付いた�
写真にスマートフォンをかざすと、
動画を見ることができます。
　アプリのインストール方法等は、�
右のQRコードから市のホームペー�
ジにアクセスして、ご確認ください。

AR

AR（拡張現実）を導入
市報の写真が動きます！

▲アプリのインストール
　方法等はこちらから

▲�アプリをインストールして、「東京都東大
和市」をフォローしたら、上の写真にスマ�
ートフォンをかざしてください。

AR

今年も咲いたピンクの花
　春の花といえば桜。冬の寒々しい景色を淡いピンク色に塗り変えていくその姿は、
春という季節を象徴する存在となっています。
　また、その開花は、卒業式、入学式、就職、退職など、人生の節目と重なります。
桜の花に新生活や門出を思い浮かべる方も多いのではないでしょうか。
　今年は桜の開花が平年よりも早く、市内では３月下旬には満開になりました。穏や
かな晴れの日が続き、桜を楽しむ多くの方を見かけました。そして、春の到来を告げ
るピンク色の花びらに、皆さんは自然と笑顔になっていました。
　そこで今号では、東大和に咲いた満開の桜と、
その下で咲いた満開の笑顔をお届けします。

東大和と桜
　東大和と桜の関わりは古く、「東大和の
よもやまばなし」（市に伝わる昔話をまと
めた本）によれば、その歴史は明治中期に
までさかのぼります。
　東大和市駅付近から武蔵村山市方面に伸
びる現在の桜街道は、かつて江戸街道と呼
ばれ、美しい桜並木になっていました。こ
の桜は明治15年頃に植えられ、花の頃は遠
く豊鹿島神社から見ても、見事な眺めだっ
たそうです。
　しかし、この見事な桜並木も昭和20年の
空襲で付近がほとんど壊滅状態になり、大
部分が消失してしまいました。そこで、市
では、桜並木を復活させるため、この道路
の街路樹に桜を植え、道路の愛称も桜街道
としました。
　今年も桜街道には、先人たちの想いの込
もった多くの桜が咲きました。そして、こ
の美しい景色をさらに未来に残すことが、
現代に生きる私たちの使命ではないでしょ
うか。たくさんの笑顔をいつまでも見られ
るようにするために…。

桜満開 笑顔も満開

【写真の説明】
①やまと苑北側の桜並木　②多摩湖下えん堤広場に咲く
桜の下で　③多摩湖下えん堤広場に咲く桜の下で　④八
幡通りに咲く桜の下で　⑤狭山保育園の園庭に咲く桜の
下で⑥都立東大和南公園に咲く夫婦桜　⑦桜街道の桜並
木　⑧多摩湖下えん堤取水塔付近　⑨向原中央広場の桜
の下で　⑩やまと苑北側の桜並木で　⑪向原中央広場の
桜の前で　⑫第一中学校の校舎北側

①

②
③

④
⑤

⑥

⑦
⑧

⑨ ⑩ ⑪ ⑫

市では、編集方法や印刷・
用紙の仕様を見直すこと
で、予算を増加
させることなく、
カラー化を実現
しました。
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対象 

平和文集の原稿を募集します
「いま、語り継ぎたいこと」～戦争と平和～
　市では、戦争を風化させることなく広く後世に語り
継ぐため、毎年、平和文集を発行しています。
　８月の発行にあたり、平和文集の原稿を募集します。
　▷募集する原稿の内容
①戦争体験記

※字数制限はありませんが、字数が多い場合は調整することがあります。
②戦争と平和についての作文

※字数はおおむね 800 字以内。
※DVDは図書館、社会教育課（市役所 5階）等で貸し出しています（枚
数に限りあり）。また、市内小・中学校に１枚ずつ配布しています。ダ
イジェスト版は、東大和市公式動画チャンネル（YouTube）で視聴で
きます。
▷提出様式　書式は自由です。社会教育課、市民センター、公民館、図
書館では原稿用紙を配布しています。原稿用紙は市のホームページから
もダウンロードできます。
▷記入事項（必須）　タイトル（題名）、郵便番号、住所、氏名（ふりがな）、
年齢または学年、電話番号
※匿名の場合、平和文集への掲載はできません。
▷提出期間　4月 16日㈪～５月 31日㈭
▷提出方法　社会教育課（市役所 5階）
へ直接提出するか、郵送（〒207-8585
東大和市中央３－930）、メール
（shakaikyoiku@city.higashiyamato.
lg.jp）のいずれかの方法で提出してく
ださい。メールの場合は、1週間以内に
確認メールを送信します。
▷注意事項

・応募原稿は、8月発行予定の平和文集に掲載します。
・応募は１人 1作品まで。未発表の作品に限ります。
・第三者の権利を侵害したり、戦争体験とは直接関係のない主義・主張
　は不可。

・平和文集には町名、氏名、年齢（学年）を掲載します。
・原稿は、原文のまま掲載しますが、誤字・脱字等は修正することがあ
　ります。

・執筆が困難な方は代筆可。
・個人情報は平和文集の発行事務にのみ使用します。
・応募原稿の著作権は市に帰属し、平和文集への掲載内容（実名、町名、
　年齢（学年）含む）は、市の公式ホームページ等に掲載します。また、
　市が認めた場合、他機関の刊行物等に掲載する場合があります。

・応募原稿は返却しません。
・データの場合は、WORD形式で提出してください。
▷問合せ　社会教育課・内線 1554 まで。

市内在住の方

市外在住の方

募集内容 

対象 募集内容 

第二次世界大戦（太平洋戦争）当時の「本人の体験記」・
「身内の方から聞いた体験記」
第二次世界大戦（太平洋戦争）当時の東大和市内での
「本人の体験記」・「身内の方から聞いた体験記」

市内在住の
小学 5･6 年生
及び中学生

　戦争や平和について聞いたこと、知ったこと、思うこと
　　戦争体験映像記録DVD「沈黙の証言者」（平成27年度・
　企画課制作）の本編またはダイジェスト版を視聴した感想
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５月５日㈯の市役所本庁舎の土曜開庁はお休みです ５月５日の土曜日は祝日（こどもの日）のため、市役所本庁舎の土曜開
庁はお休みとなります／問合せ　企画課・内線１４２４まで

開校式 on たき viva!
 対象 未来大学が気になる方、親子で焚き火

等の遊びをしたい方など 
日時 4 月 29 日（日）午前 11 時～午後 2 時
場所 七森（下立野林間子ども広場） 
内容 学長あいさつ・焚き火等のキャンプ

遊び 

●保育付講座「おしゃれな自作ステンドグラス入門」
　
　ガラスのカットからハンダ付け（組立て）まで「ステンドグラス」の技術の一通りを学びます。
▷対　象　成人の方
▷日　時　５月17日～７月５日の毎週木曜日（全８回）午前10時～正午
▷場　所　上北台公民館
▷定　員　12人（保育室利用者12人。定員を超えた場合は保育室未経験者を優先しその後抽選）
▷内　容　壁掛け、モザイク風４面ランプ、アクセサリー等の作成
▷講　師　石倉まみ氏（ステンドグラス１級技能工芸士）
▷費　用　材料費１回700円
▷持ち物　エプロン、軍手、汚れても良いタオル
▷保育利用について
　毅対象　平成29年８月10日生まれ～就学前の乳幼児
　毅開催日・内容　５月10日㈭慣らし保育・保育オリエンテーション、７月12日㈭保育懇談会
▷申込み　５月５日（祝日）までに上北台公民館（☎042-567-2691、ファクス042-567-3365）へ。
※市のホームページからも申込み可。詳しい内容は、市のホームページまたは５月1日㈫に発行さ
れる『こうみんかんだより』をご覧ください。
　

市民がつくる、まちを楽しくする大学
　●ヒガシヤマト未来大学が始まります!!
　中央班講座　想いやアイディアをカタチにしよう♪
　
　いつもわいわい賑わっている東大和のみらいに向けて、自分たちの手で素敵なマルシェを作って
みませんか。本講座ではイベントの組み立て方やコツ、運営の仕方についてわかりやすく基礎から
学べます。保育有り（有料）※第２回を除く。
▷対　象　市内在住・在勤・在学の方を優先
▷日　時　５月12日・19日、６月２日・９日・
　　　　　16日（全て土曜日。全５回）
　　　　　午前10時～正午
▷場　所　中央公民館
▷定　員　20人　※申込み多数の場合は抽選。
▷講　師　川里富美氏（ママが元気プロジェクト
　　　　　 ～ライオンハウス代表）
　　　　　市川順子氏（作ろう！みんなのジモト
　　　　　 Wa-shoiパートナーシップ世話焼き人）
▷申込み　５月５日㈯までに中央公民館（☎042-564-2451、ファクス042-563-5934）へ。　　
　　　市のホームページからも申込可。件名に「ヒガシヤマト未来大学（中央班）申込み」を記
　　　入。他公民館の講座の内容は、後日お知らせします。
　

●障がい者「青年ビートクラブ」ボランティアスタッフ募集
　
　青年ビートクラブは、知的障害のある若者と健常の若者が音楽やゲーム等の活動を通して交流し、
共に学び合う場です。活動時に職員と共に運営に携わるボランティアスタッフを募集します。
▷対　象　概ね16歳～50歳の方 ※正式にスタッフになっていただいた方には謝礼をお支払いします。
▷開催日　５月下旬～３月中旬の概ね月２回土曜日（全17回。毎回来ることができなくても可)
▷時　間　午後２時～４時
▷場　所　中央公民館
▷定　員　15人程度
▷内　容　定例活動（ゲーム、打楽器等を使った音楽活動）、納涼会、
                クリスマス会等季節に沿った行事
▷講　師　菅田政志氏（音楽教室講師）
▷申込み　中央公民館 （☎042-564-2451、ファクス042-563-5934）まで。
　

●講座「あなたもフリーペーパー編集部員」
　
　フリーペーパーは気軽に手にしてもらえて発信力があります。編集の腕次第で、さらに魅力倍
増。プロからワザを学んで、みんなで情報満載の東大和版フリーペーパーを作りあげます。
▷日時・内容　全て火曜日午前10時～正午（全６回）
①５月15日：イロハを編集長に聞く　　　　　　  ④６月19日：紙面をとことんブラッシュアップ
②５月29日：取材の心得・使える写真を撮るコツ ⑤７月 ３日：いよいよ追い込み、校了まぢか
③６月12日：ＷＯＲＤでできる、かっこいい紙面  ⑥７月10日：フリーペーパー完成発表会
▷場　所　上北台公民館
▷定　員　20人（申込順）
▷講　師　はらだあやめ氏（㈱ことの葉舎代表取締役、『たまきたＰＡＰＥＲ』編集長）
▷申込み　上北台公民館（☎042-567-2691、ファクス042-567-3365）まで。
　　　　　市のホームページからも申込み可。

～イベント企画・運営講座～
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東
大
和
市
青
少
年
問
題
協
議

会
は
、
平
成
30
年
度
東
大
和
市

青
少
年
健
全
育
成
方
針
を
定
め

ま
し
た
。

　

市
は
、
今
後
こ
の
方
針
に
沿

っ
て
児
童
・
青
少
年
の
健
全
育

成
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

【
基
本
方
針
】

子
ど
も
た
ち
の
夢
と
心
を
は
ぐ

く
む
の
は
私
た
ち
大
人
で
す

戦没者の遺族の皆さんへ～平成30年度慰霊巡拝 国主催による平成30年度慰霊巡拝（墓参）は12地域が予定されています。実施
予定地は中止・変更となる場合があります／問合せ　福祉推進課・内線1132まで

▲指定収集ぶくろう 

東
大
和
市
一
般
廃
棄
物
処
理
基
本
計
画

（
ご
み
ゼ
ロ
プ
ラ
ン
）を
策
定
し
ま
し
た

　

市
は
、
平
成
30
年
度
～
平
成

34
年
度
を
計
画
期
間
と
す
る

「
東
大
和
市
一
般
廃
棄
物
処
理

基
本
計
画
（
ご
み
ゼ
ロ
プ
ラ

ン
）」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
計
画
は
、
ご
み
対
策
課

（
市
役
所
３
階
）
で
閲
覧
で
き

ま
す
。
ま
た
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

◎
祝
日
の
ご
み
収
集

　

４
月
30
日
㈪
、
５
月
３
日

㈭
・
４
日
㈮
の
ご
み
収
集
は
、

　

市
内
の
道
路
に
は
、
市
が
管

理
し
て
い
る
測
量
基
準
点
が
あ

り
ま
す
。

　

こ
の
測
量
基
準
点
は
「
国
土

交
通
省
」
の
文
字
が
刻
ま
れ
た

直
径
４
～
５
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

の
測
量
標
で
す
。

　

土
地
の
登
記
等
の
測
量
や
災

◎
環
境
影
響
評
価
調
査
計
画
書

の
縦
覧
・
閲
覧

▽
縦
覧
・
閲
覧
期
間　

４
月
25

日
㈬
～
５
月
７
日
㈪
（
閉
庁

日
・
閉
館
日
は
除
く
）

▽
縦
覧
場
所　

環
境
課
（
市
役

所
３
階
）、東
京
都
環
境
局
環
境

政
策
課
（
都
庁
第
二
本
庁
舎
19

階
）、東
京
都
多
摩
環
境
事
務
所

管
理
課（
立
川
合
同
庁
舎
３
階
）

▽
閲
覧
場
所　

中
央
・
桜
が
丘

図
書
館
、
南
街
市
民
セ
ン
タ
ー

◎
意
見
書
の
提
出

　

計
画
書
に
つ
い
て
環
境
保
全

の
見
地
か
ら
意
見
が
あ
る
方
は
、

意
見
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
提
出
期
間　

４
月
25
日
㈬
～

５
月
14
日
㈪

▽
提
出
方
法　

事
業
名
、
氏
名
、

住
所
（
法
人
そ
の
他
団
体
に
あ

っ
て
は
、
名
称
、
代
表
者
の
氏

名
、
東
京
都
の
区
域
内
に
存
す

る
事
務
所
ま
た
は
事
業
所
の
所

在
地
）
及
び
環
境
保
全
の
見
地

か
ら
の
意
見
を
記
載
し
、
持

参
・
郵
送
〔
東
京
都
環
境
局
環

境
政
策
課
（
〒　
　

新
宿
区
西

新
宿
２
―
８
―
１
）。
消
印
有

効
〕
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

東
京
都
環
境
局
環

境
政
策
課
☎
03
―
５
３
８
８
―

３
４
０
６
へ
。

害
復
旧
へ
の
対
応
等
で
使
用
す

る
大
事
な
基
準
点
で
す
の
で
測

量
標
の
保
全
に
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

測
量
基
準
点
は
、
位
置
に
関

し
て
世
界
的
な
座
標
を
有
し
、

今
後
、
土
地
の
分
筆
等
の
登
記

を
す
る
た
め
の
測
量
に
必
要
で

す
。

　

測
量
基
準
点
の
成
果
は
土
木

課（
市
役
所
２
階
）の
ほ
か
に
、

国
土
地
理
院
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

等
で
閲
覧
で
き
ま
す
が
、
こ
の

測
量
基
準
点
を
使
用
し
て
測
量

を
す
る
時
に
は
、
市
の
使
用
承

認
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

道
路
の
掘
削
工
事
等
で
市
の

承
認
な
く
測
量
標
を
勝
手
に
撤

去
や
移
転
等
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

測
量
基
準
点
を
使
用
す
る
場

合
や
測
量
標
が
支
障
と
な
る
掘

削
工
事
等
を
行
う
場
合
は
、
必

ず
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

▽
問
合
せ　

土
木
課
・
内
線
１

２
１
６
ま
で
。

ご
み
排
出
カ
レ
ン
ダ
ー
の
と
お

り
で
す
。

▪
以
上
の
お
問
合
せ
は
、
ご
み

対
策
課
・
内
線
１
２
４
１
ま
で
。

東大和市
一般廃棄物処理基本計画

（ごみゼロプラン）  
 

 
基本方針

　環境への負荷に配慮した循環型
社会を目指すため、市民・事業者・
行政の三者が一体となり、さらなる
廃棄物の発生・排出抑制に努め、減
量を推進します。

主に取組む内容
　今後、より一層の廃棄物減量を推
進するため、様々な施策を行ってま
いりますが、主に次の項目に重点を
置いて取組むこととしています。
①食品ロスへの取組み
②拡大生産者責任の推進
③環境学習プログラムの提供

（仮称）新ごみ焼却施設整
備事業（小平・村山・大和
衛生組合建て替え事業）
　
環境影響評価調査
計画書の縦覧・閲覧
と意見募集

測
量
基
準
点
の

使
用
及
び
保
全
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

【
重
点
目
標
】

○
全
体
の
取
り
組
み

生
き
る
力
を
養
い
、
す
べ
て
の

命
を
大
切
に
し
よ
う

○
家
庭
で
の
取
り
組
み

子
ど
も
と
心
の
通
う
温
か
な
家

庭
を
築
こ
う

○
地
域
で
の
取
り
組
み

す
べ
て
の
大
人
が
積
極
的
に
子

ど
も
た
ち
と
関
わ
ろ
う

○
学
校
で
の
取
り
組
み

学
校
・
子
ど
も
た
ち
・
地
域
が

ふ
れ
あ
え
る
環
境
を
つ
く
ろ
う

▽
閲
覧
場
所　

青
少
年
課
（
市

役
所
３
階
）、
そ
の
他
、
市
の

公
共
施
設
や
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
も
閲
覧
可
。

▽
問
合
せ　

青
少
年
課
・
内
線

１
７
４
２
ま
で
。

163-
8001

　

地
域
福
祉
審
議
会
で
は
、
市

の
地
域
福
祉
計
画
、
障
害
者
計

画
・
障
害
福
祉
計
画
、
健
康
増

進
計
画
、
地
域
福
祉
の
施
策
な

ど
に
つ
い
て
、
市
長
の
諮
問
に

応
じ
て
調
査
・
審
議
し
ま
す
。

▽
対
象　

市
内
在
住
で
20
歳
以

上
の
方
（
４
月
１
日
現
在
）

▽
任
期　

平
成
30
年
７
月
１
日

▽
対
象　

市
内
に
住
所
が
あ
り
、

３
歳
未
満
（
生
年
月
日
が
平
成

27
年
４
月
２
日
以
降
）
の
児
童

の
保
育
を
対
象
施
設
に
委
託
す

る
保
護
者

▽
補
助
要
件　

認
可
保
育
園
等

に
、
当
該
児
童
の
入
所
の
申
込

み
を
し
、
入
所
待
機
と
な
っ
て

い
る
こ
と

▽
対
象
施
設
等

・
認
可
外
保
育
施
設
：
東
京
都

平
成

 30 
年
度

東
大
和
市
青
少
年

健
全
育
成
方
針

認
可
外
保
育
施
設
利
用

者
を
対
象
と
し
て

保
育
費
の
一
部
を

補
助
し
ま
す

地
域
福
祉
審
議
会

委
員
を
募
集
し
ま
す

へ
児
童
福
祉
法
の
規
定
に
よ
る

認
可
外
保
育
施
設
の
届
出
を
し

て
い
る
施
設

・
認
証
保
育
所
：
認
証
保
育
所

事
業
実
施
要
綱
に
基
づ
く
認
証

保
育
所
の
要
件
を
備
え
て
い
る

施
設

※
現
在
、
市
内
に
あ
る
対
象
施

設
は
東
大
和
保
育
園
で
す
。
詳

し
く
は
、
保
育
課
（
市
役
所
１

階
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

▽
補
助
額　

保
護
者
が
負
担
す

る
保
育
費
の
３
分
の
１
（
上
限

二
万
一
、
〇
〇
〇
円
）

～
平
成
33
年
６
月
30
日

▽
募
集
人
数　

５
人
以
内

▽
報
酬　

会
議
の
出
席
に
応
じ
、

市
で
定
め
る
基
準
に
基
づ
き
支

給
し
ま
す
。

▽
応
募
方
法　
「
審
議
会
委
員

へ
の
応
募
の
動
機
」
を
テ
ー
マ

と
し
た
作
文
（
800
字
以
上
一
、

二
〇
〇
文
字
以
内
）
に
、
住
所
、

氏
名
、
生
年
月
日
、
電
話
番
号

を
記
入
し
た
も
の
を
添
付
し
、

福
祉
推
進
課
（
市
役
所
２
階
）

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
郵
送
、

▽
手
続
方
法　

対
象
施
設
と
締

結
し
た
利
用
契
約
書
ま
た
は
保

育
受
託
証
明
書
を
補
助
金
交
付

申
請
書
と
と
も
に
、
保
育
課
ま

で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

保
育
課
・
内
線
１

７
５
１
ま
で
。

フ
ァ
ク
ス
（
042
―
563
―
５
９
３

０
）、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
受
け
付
け
ま
す
。
フ
ァ
ク

ス
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
申

込
み
の
場
合
は
、
福
祉
推
進
課

へ
お
電
話
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▽
応
募
期
限　

５
月
７
日
㈪

※
郵
送
は
消
印
有
効
。
選
考
の

う
え
結
果
を
連
絡
し
ま
す
。
応

募
さ
れ
た
作
文
は
返
却
し
ま
せ

ん
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

福
祉
推
進
課
・
内

線
１
１
３
１
ま
で
。

　

中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構
Ｂ

ｕ
ｓ
ｉ
Ｎ
ｅ
ｓ
ｔ
（
ビ
ジ
ネ
ス

ト
）
は
、
女
性
の
創
業
・
経
営

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
の
Ｂ
ｕ

ｓ
ｉ
Ｎ
ｅ
ｓ
ｔ
個
別
相
談
会
を

開
催
し
ま
す
。

　

経
験
豊
か
な
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

が
皆
さ
ん
の
お
悩
み
に
お
応
え

し
ま
す
。
費
用
は
無
料
で
す
。

※
詳
細
は
「
中
小
機
構
ビ
ジ
ネ

ス
ト
」
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

▽
対
象　

女
性
の
方
で
、
創
業

に
関
心
の
あ
る
方
、
創
業
を
目

指
し
て
い
る
方
、
創
業
間
も
な

い
方
、
中
小
企
業
の
経
営
者
等

▽
日
時　

毎
週
水
曜
日
午
前
９

時
30
分
・
10
時
45
分
か
ら
、
午

後
１
時
30
分
・
２
時
45
分
か
ら

※
相
談
時
間
は
１
時
間
以
内
。

▽
場
所　

中
小
企
業
大
学
校
東

京
校
東
大
和
寮

▽
問
合
せ　

Ｂ
ｕ
ｓ
ｉ
Ｎ
ｅ
ｓ

ｔ
☎
042
―
565
―
１
１
９
５
へ
。

女
性
の
創
業
・
経
営

を
サ
ポ
ー
ト
す
る

個
別
相
談
会 ケアラーズカフェほのぼの 

 
認知症等で介護が必要な方、その介護者、地域の方

が気軽に集まる「ケアラーズカフェほのぼの」を定期
開催しています。 
 カフェは、介護の悩みを話したり、認知症・介護に

※公共交通機関等を利用してお越し
ください。

関するミニ講座などを楽しめる場です。相談員や医師
などに相談もできます。申込不要、出入り自由です。 
▷対　象 市内にお住まいの方 

　　　　　～３時30分 

▷参加費 200 円（茶菓代） 

障害のある方の介護者の交流会 
 
障害のある方の介護者(ケアラー)が情報交換や、不

安や悩み等を語り合える交流会を開催します。出入り
自由となっております。お気軽にご参加ください。申
込不要。 
▷対　象 市内在住で障害のある方を介護している方 
▷日　時 ５月18日㈮午前10時～正午
▷場　所 東大和市総合福祉センターは～とふる多目的
　　　　　集会室 

 
▷参加費 200 円（茶菓代） 
※公共交通機関等を利用してお越 
しください。 

東大和市総合福祉センター は～とふる 
地域活動支援センター 問合せ ☎042-516-3982、ファクス 042-516-3984 

▷日　時 5月24日㈭午後１時30分 

▷場　所 東大和市総合福祉センター 
　　　　　は～とふる多目的集会室 

▷内　容 交流会やケアラー支援の 
　　　　　希望等、カフェ形式で自
　　　　　由に話しましょう。 
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～
正
午
／
場
所　

社
会
福
祉
協

議
会
／
申
込
期
限　

５
月
15
日

㈫
／
１
時
間
の
活
動
で
900
円
～

一
、
一
〇
〇
円
の
謝
礼
費
を
お

支
払
し
ま
す
が
、
決
ま
っ
た
額

の
収
入
を
見
込
め
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
／
さ
わ
や
か
サ
ー

ビ
ス
☎
042
―
567
―
０
０
１
３
へ
。

■
平
成
30
年
度
予
防
接
種
費
用

助
成
制
度

　

左
記
の
任
意
予
防
接
種
の
費

用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。
な

お
、
平
成
30
年
度
に
３
歳
に
な

る
お
子
さ
ん
の
Ｂ
型
肝
炎
予
防

接
種
が
新
た
に
加
わ
り
ま
し
た
。

対
象
の
予
防
接
種　

平
成
30
年

４
月
１
日
以
降
に
実
施
し
た
①

～
③
の
任
意
予
防
接
種

①
２
歳
～
18
歳
以
下
（
定
期
接

種
の
対
象
期
間
は
除
く
）
の
方

の
麻
し
ん
風
し
ん
混
合（
Ｍ
Ｒ
）

予
防
接
種

②
定
期
予
防
接
種
の
対
象
年
齢

を
過
ぎ
て
か
ら
１
か
月
以
内
に

接
種
し
た
予
防
接
種

③
平
成
27
年
４
月
2
日
～
平
成

28
年
３
月
31
日
生
ま
れ
の
お
子

さ
ん
の
Ｂ
型
肝
炎
予
防
接
種

申
請
期
限　

接
種
当
日
を
含
む

90
日
以
内
。
接
種
日
が
平
成
31

年
１
月
以
降
の
場
合
は
、
平
成

31
年
３
月
29
日
ま
で
。

※
必
ず
接
種
前
に
ご
相
談
を
。

申
請
方
法
等
を
ご
説
明
し
ま
す
。

▪
お
問
い
合
わ
せ
は
、
市
立
保

健
セ
ン
タ
ー
☎
042
―
565
―
５
２

１
１
ま
で
。 情報マップ

■
生
活
習
慣
病
予
防
教
室　

「
血
管
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
し
ま
せ

ん
か
？
～
あ
な
た
の
血
管
年
齢

は
何
歳
？
～
」

　

自
分
の
血
管
年
齢
を
知
っ
て
、

血
圧
を
正
常
に
保
ち
ま
し
ょ
う
。

血
圧
の
話
や
塩
分
濃
度
の
測
定

も
行
い
ま
す
。

　

概
ね
65
歳
未
満
の
方
／
日

時
・
内
容
・
講
師
等　

左
表
の

と
お
り
／
場
所　

市
立
保
健
セ

ン
タ
ー
／
20
人
程
度（
申
込
順
）

／
持
ち
物
は
お
問
合
せ
く
だ
さ

い
。

■
育
児
相
談
会
～
さ
く
ら
ん
ぼ

グ
ル
ー
プ
～

　

双
子
や
三
つ
子
と
そ
の
家
族

の
方
（
妊
婦
の
方
や
保
護
者
の

み
の
参
加
も
歓
迎
）
子
育
て
に

つ
い
て
情
報
交
換
し
ま
し
ょ
う
。

　

４
月
19
日
㈭
午
前
９
時
30
分

～
11
時
／
場
所　

市
立
保
健
セ

ン
タ
ー
／
母
子
健
康
手
帳
／
当

日
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ

い
。

■
初
め
て
の
離
乳
食
講
習
会

（
４
～
６
か
月
）

　

生
後
４
～
６
か
月
の
乳
児
の

保
護
者
／
５
月
９
日
㈬
午
後
１

時
30
分
～
３
時
／
場
所　

市
立

保
健
セ
ン
タ
ー
／
20
人
（
申
込

順
。
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

電
子
申
請
で
も
受
け
付
け
ま
す
）

／
離
乳
食
の
進
め
方
・
作
り
方

の
話
、
試
食
（
保
護
者
の
み
）

／
母
子
健
康
手
帳
、
筆
記
用
具
、

お
ん
ぶ
ひ
も
ま
た
は
だ
っ
こ
ひ

も▪
以
上
の
お
問
合
せ
は
、
市
立

保
健
セ
ン
タ
ー
☎
042
―
565
―
５

２
１
１
ま
で
。

■
社
会
福
祉
協
議
会

◎
地
域
を
支
え
る
ち
か
ら
に
な

り
ま
せ
ん
か
～
さ
わ
や
か
講
座

を
開
催
し
ま
す
～

　

さ
わ
や
か
サ
ー
ビ
ス
で
は
、

協
力
会
員
を
大
募
集
し
て
い
ま

す
。
活
動
内
容
は
、
高
齢
者
等

（
障
害
者
・
病
人
含
む
）
へ
の

家
事
支
援
や
、
小
学
生
ま
で
の

お
子
さ
ん
の
い
る
ご
家
庭
の
子

育
て
支
援
、
ま
た
産
前
産
後
の

方
の
い
る
ご
家
庭
へ
の
家
事
支

援
等
で
す
。
協
力
会
員
と
し
て

登
録
す
る
た
め
に
は
、
さ
わ
や

か
講
座
の
受
講
が
必
要
で
す
。

協
力
会
員
に
な
る
こ
と
を
希
望

さ
れ
る
方
、
関
心
の
あ
る
方
な

ど
、
さ
わ
や
か
講
座
に
ご
参
加

く
だ
さ
い
。
ヘ
ル
パ
ー
・
看
護

師
・
保
育
士
な
ど
の
有
資
格
者

は
講
座
を
受
講
し
な
く
て
も
協

力
会
員
と
し
て
登
録
で
き
ま
す
。

　

５
月
22
日
㈫
午
前
９
時
30
分

①
胃
が
ん
リ
ス
ク
検
査

　

市
内
在
住
で
40
歳
～
74
歳
の

方
。た
だ
し
次
の
方
は
除
く〔
過

去
に
市
の
胃
が
ん
リ
ス
ク
検
査

を
受
け
た
方
、
胃
・
十
二
指
腸

疾
患
で
治
療
中
の
方
、
胃
酸
分

泌
抑
制
剤
（
プ
ロ
ト
ン
ポ
ン
プ

阻
害
剤
）
を
服
用
中
ま
た
は
２

か
月
以
内
に
服
用
し
て
い
た
方
、

ピ
ロ
リ
菌
除
菌
治
療
歴
の
あ
る

方
、
胃
切
除
ま
た
は
胃
が
ん
既

往
歴
の
あ
る
方
、腎
不
全（
ク
レ

ア
チ
ニ
ン
3.0
以
上
）･

腎
機
能
障

害
の
あ
る
方
、
妊
娠
ま
た
は
授

乳
中
の
方
〕
／
実
施
期
間　

６

月
１
日
㈮
～
７
月
31
日
㈫
（
医

療
機
関
の
休
診
日
は
除
く
）
／

場
所　

指
定
医
療
機
関
（
東
大

和
市
・
小
平
市
・
武
蔵
村
山
市
）

／
300
人
（
抽
選
）
／
血
液
検
査

（
ピ
ロ
リ
菌
抗
体
等
）、
問
診
／

５
月
下
旬
に
検
査
票
を
送
付
。

②
子
宮
頸け

い
が
ん
検
診

　

市
内
在
住
で
20
歳
以
上
の
女

性
。
た
だ
し
、
次
の
方
は
除
く

（
平
成
29
年
６
月
～
平
成
30
年

２
月
に
市
の
子
宮
頸
が
ん
検
診

ま
た
は
ク
ー
ポ
ン
券
の
子
宮
頸

が
ん
検
診
を
受
け
た
方
。
平
成

９
年
４
月
２
日
～
平
成
10
年
４

月
１
日
生
ま
れ
の
方
は
平
成
30

年
度
子
宮
頸
が
ん
検
診
無
料
ク

ー
ポ
ン
券
の
対
象
の
た
め
対
象

外
。
７
月
下
旬
に
送
付
予
定
）

／
実
施
期
間　

６
月
１
日
㈮
～

７
月
31
日
㈫
（
医
療
機
関
の
休

診
日
は
除
く
）
／
場
所　

阿
部

産
婦
人
科
、
川
田
医
院
、
東
大

和
病
院
附
属
セ
ン
ト
ラ
ル
ク
リ

ニ
ッ
ク
、
レ
デ
ィ
ー
ス
ク
リ
ニ

ッ
ク
マ
リ
ア
ヴ
ィ
ラ
／
825
人

（
抽
選
）／
問
診
、
子
宮
頸
部
の

細
胞
採
取
と
検
査
／
５
月
下
旬

に
受
診
可
能
な
方
へ
検
診
票
を

送
付
予
定
。

③
肺
が
ん
検
診
（
大
腸
が
ん
検

診
と
の
セ
ッ
ト
検
診
が
可
能
）

　

市
内
在
住
で
40
歳
以
上
の
方
。

た
だ
し
、次
の
方
は
除
く（
呼
吸

器
疾
患
で
治
療
中
ま
た
は
経
過

観
察
中
の
方
、
肺
が
ん
の
診
断

を
受
け
た
方
、
妊
娠
中
ま
た
は

妊
娠
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
方
）

／
７
月
11
日
㈬
・
12
日
㈭
・
21
日

㈯
午
前
及
び
午
後
／
場
所　

市

立
保
健
セ
ン
タ
ー
（
検
診
車
）

／
550
人（
抽
選
）／
問
診
、
胸
部

レ
ン
ト
ゲ
ン
直
接
撮
影
等
／
６

月
中
旬
以
降
に
受
診
可
能
な
方

へ
検
診
票
を
送
付
予
定
。

▽
大
腸
が
ん
検
診
と
の
セ
ッ
ト

検
診
を
希
望
す
る
場
合　

同
時

に
実
施
す
る
大
腸
が
ん
検
診
は
、

肺
が
ん
検
診
の
受
診
日
に
検
体

を
提
出
（
女
性
の
方
は
、
月
経

期
間
の
検
査
は
控
え
て
く
だ
さ

い
）／
問
診
、
便
潜
血
検
査（
２

日
法
）

※
大
腸
が
ん
検
診
の
み
を
希
望

す
る
方
は
、
６
月
の
募
集
時
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

④
前
立
腺
が
ん
検
診
（
特
定
健

診
と
の
同
時
実
施
）

　

市
内
在
住
の
50
歳
以
上
で
、

特
定
健
診
を
受
診
す
る
男
性
の

う
ち
、
次
の
い
ず
れ
か
の
条
件

に
該
当
す
る
方
⑴
社
会
保
険
に

加
入
し
、
指
定
医
療
機
関
で
特

定
健
診
を
受
診
す
る
方（
集
合

Ｂ
契
約
）⑵
国
民
健
康
保
険
に

加
入
し
て
い
る
方
⑶
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
に
加
入
し
て
い
る

方
⑷
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る

方（
⑴
～
⑷
に
該
当
の
な
い
方

は
７
月
の
募
集
時
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
）
／
実
施
期
間　

特
定
健
診
受
診
券
有
効
期
間
内

（
特
定
健
診
の
種
類
で
期
限
が

異
な
り
ま
す
。
医
療
機
関
の
休

診
日
は
除
く
）
／
場
所　

指
定

医
療
機
関
（
東
大
和
市
・
小
平

市
・
武
蔵
村
山
市
）／
400
人（
抽

選
）
／
問
診
、
血
液（
Ｐ
Ｓ
Ａ
）

検
査
／
５
月
下
旬
に
受
診
可
能

な
方
へ
検
診
票
を
送
付
予
定
。

⑤
成
人
健
康
診
査
（
若
年
層
）

　

市
内
在
住
の
20
歳
～
39
歳
で

健
診
を
受
け
る
機
会
の
な
い
方

（
治
療
中
の
方
、
職
場
で
の
健

診
を
受
け
て
い
る
方
は
除
く
）

／
６
月
１
日
㈮
～
30
日
㈯
（
医

療
機
関
の
休
診
日
は
除
く
）
／

場
所　

指
定
医
療
機
関（
東
大

和
市
・
小
平
市
・
武
蔵
村
山
市
）

／
240
人
（
抽
選
）／
身
長･

体
重

測
定
、
尿
検
査
、
血
圧
測
定
、

血
液
検
査
等
／
５
月
下
旬
に
受

診
可
能
な
方
へ
検
診
票
を
送
付

予
定
。

【
検
診（
健
診
）の
申
込
方
法
】

・
は
が
き
：
次
の
と
お
り
記
入

し
、５
月
８
日
㈫（
消
印
有
効
）

ま
で
に
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

※
は
が
き
１
枚
で
、
１
人
１
検

診
（
健
診
）
の
申
込
み
で
す
。

・
電
子
申
請
：
５
月
８
日
㈫
ま

で
に
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

・
窓
口
：
５
月
８
日
㈫
午
後
５

時
ま
で
に
、
市
立
保
健
セ
ン
タ

ー
へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

※
検
診
に
関
す
る
お
問
合
せ
は
、

５
月
８
日
㈫
午
後
５
時
ま
で
に

お
願
い
し
ま
す
。
受
付
期
間
終

検
診
・
健
診

了
後
に
お
問
合
せ
い
た
だ
い
て

も
お
申
込
み
で
き
ま
せ
ん
。

※
初
め
て
の
方
を
優
先
し
ま
す
。

※
不
備
の
あ
る
も
の
は
、
受
付

で
き
ま
せ
ん
。

▪
以
上
の
お
問
合
せ
は
、
市
立

保
健
セ
ン
タ
ー
☎
042
―
565
―
５

２
１
１
ま
で
。
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東
大
和
市
立
保
健
セ
ン
タ
ー
行

東
大
和
中
央 

３― 

    ― 

１

918

※

○
○
○
○
申
込
み

〔
希
望
す
る
検
診（
健
診
）名
を
記
入
〕

62円分
 の切手

子宮頸がん検診用 表（共通）

１．氏名（ふりがな）
２．申込者の住所
３．生年月日・年齢

２．申込者の住所
３．生年月日・年齢

４．医療機関名
　第１希望  ○○医療機関名
　第２希望  ○○医療機関名
　第３希望  ○○医療機関名

　※第３希望までの医療機関
　　 名を記入してください。

（はがきウラ）（はがきウラ）（はがきウラ）

肺がん検診用
１．氏名（ふりがな）

４．電話番号
５．検診日時
※大腸がん検診同時実施の
　有無も記入してください。
①７月１１日㈬ 午前
②７月１１日㈬ 午後
③７月１２日㈭ 午前
④７月１２日㈭ 午後
⑤７月２１日㈯ 午前
⑥７月２１日㈯ 午後
※上記から第１～第３希望
　を選び記入してください。

その他の検診（健診）用

１．氏名（ふりがな）

２．申込者の住所

３．  生年月日・年齢・
　　　  性別

熱中症にご注意ください 熱中症は、５月頃から起こり始めます。本格的に暑くなる前から、水分補給や服装の工夫などを行い
熱中症に気をつけましょう／問合せ　市立保健センター☎042-565-5211まで

■
介
護
者
の
集
い
（
介
護
者
の

集
い
東
大
和
）
／
介
護
経
験
者

等
／
①
４
月
19
日
㈭
②
５
月
２

日
㈬
①
②
午
後
１
時
30
分
～
３

時
30
分
／
■場
①
向
原
老
人
福
祉

館
②
や
ま
と
苑
別
館
／
介
護
に

関
す
る
情
報
交
換
他
／
■費
100
円

／
■申
①
②
当
日
ま
で
に
田
村
090

―
５
３
０
８
―
６
６
３
８
へ

■
東
大
和
元
気
ゆ
う
ゆ
う
体
操

と
歌
の
ひ
ろ
ば
（
介
護
予
防
リ

ー
ダ
ー
会
）
／
４
月
24
日
㈫
午

後
１
時
30
分
～
３
時
30
分
／
■場

中
央
公
民
館
ホ
ー
ル
／
東
大
和

元
気
ゆ
う
ゆ
う
体
操
と
歌
を
歌

う
集
い
／
■費
100
円
／
■持
飲
料
水

／
■問
後
藤
042
―
562
―
９
５
５
８

■
樹
木
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
（
環
境

学
習
リ
ー
ダ
ー
連
絡
会
）
／
４

月
26
日
㈭
午
前
９
時
30
分
～
正

午
／
狭
山
公
民
館
前
集
合
／
都

立
東
大
和
公
園
内
観
察
（
雨
天

中
止
）
／
■講
下
村
憲
司
／
■費
100

円
／
■持
筆
記
用
具
、
飲
み
物
／

長
袖
・
長
ズ
ボ
ン
、
歩
き
や
す

い
靴
／
20
人
（
申
込
順
）
／
■申

４
月
21
日
ま
で
に
長
峰
042
―
567

―
５
９
２
４
（
フ
ァ
ク
ス
兼
用
。

午
後
７
時
以
降
）
へ

■
マ
マ
に
知
っ
て
ほ
し
い
！
子

ど
も
と
楽
し
む
絵
本
（
絵
本
の

会
）
／
４
月
26
日
㈭
午
前
10
時

～
正
午
／
■場
中
央
公
民
館
／
幼

児
向
け
絵
本
の
紹
介
等
／
■問
菅

谷
090
―
４
０
２
５
―
３
１
７
６

■
自
然
観
察
会
「
ハ
ル
ゼ
ミ
の

鳴
く
林
で
、春
の
花
を
見
よ
う
」

（
環
境
を
考
え
る
会
）
／
５
月

６
日
㈰
午
前
９
時
30
分
～
午
後

０
時
30
分（
雨
天
中
止
）／
郷
土

博
物
館
前
集
合
／
狭
山
丘
陵
・

都
立
東
大
和
公
園
散
策
、
草
花

観
察
／
■持
飲
み
物
、ル
ー
ペ（
お

持
ち
の
方
）
／
■問
原
042
―
563
―

０
９
９
７

※
凡
例　

■場
場
所
、■講
講
師
、■費
費
用
（
記

載
な
し
は
無
料
）、
■入
入
会
金
、
■月
月
会

費
、
■年
年
会
費
、
■持
持
ち
物
、
■問
問
合
せ
、

■申
申
込
み

※
市
の
主
催
事
業
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
申

込
み
や
問
合
せ
は
、
記
事
の
主
催
者
へ
お

願
い
し
ま
す
。

日時 内容・講師

5 月10日㈭
午後 1 時30分〜 3 時30分

医師の講話（林 秀和氏）
歯科の講話（歯科衛生士）
血管年齢測定と結果説明（保健師）

5 月14日㈪
午後 1 時30分〜 3 時30分

運動の実技と講話
（運動指導士）

5 月17日㈭
午前 9 時30分〜午後 0 時30分

栄養講話、調理実習
塩分濃度測定（栄養士）
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・
４
月
30
日
㈪
／
豊
田
歯
科
ク

リ
ニ
ッ
ク
（
清
水
３
―
774
―
５

Ｎ
Ｓ
ビ
ル
101
）
☎
042
―
567
―
０

７
５
４

受
付
時
間　

午
前
９
時
30
分
～

午
後
４
時
／
持
ち
物　

保
険
証

（
お
持
ち
の
方
は
乳
幼
児
医
療

証
等
）
／
受
診
前
に
歯
科
医
療

機
関
に
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す

／
市
内
の
歯
科
医
療
機
関
の
輪

番
制
の
た
め
、
毎
回
場
所
が
異

な
り
ま
す
／
市
立
保
健
セ
ン
タ

ー
☎
042
―
565
―
５
２
１
１
ま
で
。

 

豊田歯科
クリニック武蔵大和

駅前郵便局

武
蔵
大
和
駅

　

仕
事
な
ど
で
平
日
に
納
税
相

談
及
び
納
付
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
方
の
た
め
に
、
土
曜
開
庁

に
伴
う
収
納
窓
口
を
次
の
と
お

り
開
設
し
ま
す
。

▽
土
曜
収
納
窓
口　

毎
週
土
曜

日
午
前
８
時
30
分
～
正
午

※
祝
日
は
除
く
。

※
土
曜
収
納
窓
口
で
の
納
税
相

談
は
、
円
滑
に
相
談
が
で
き
る

よ
う
に
事
前
予
約
制
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
金
曜
日
の
午

後
５
時
ま
で
に
納
税
課
へ
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
相
談
時
間
が
重

な
る
場
合
は
申
込
順
と
し
ま
す
。

【
市
税
・
国
民
健
康
保
険
税
の

納
付
方
法
に
は
簡
単
便
利
な
口

座
振
替
も
あ
り
ま
す
】

　

納
税
課（
市
役
所
１
階
）で
は
、

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
専
用
端

末
に
通
し
て
暗
証
番
号
を
入
力

す
る
こ
と
で
、
口
座
振
替
の
申

込
み
が
で
き
る
ペ
イ
ジ
ー
口
座

振
替
受
付
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て

い
ま
す
（
金
融
機
関
の
届
出
印

は
不
要
で
す
）。

▽
問
合
せ　

納
税
課
・
内
線

１
０
４
１
ま
で
。

市税・国民健康保険税はコンビニエンスストア及びモバイルレジで納付できます／問合せ　納税課・内線1041まで

納期限　5月 1日（火）
・国民健康保険税　　　　過年度分第 1期
・介護保険料　　　　　　過年度分第 1期
　　　お問合せは、高齢介護課・内線 1136 まで

・後期高齢者医療保険料　過年度分第 1期
　　　お問合せは、保険年金課・内線 1026 まで

《今月の納期》

■
第
87
回
春
季
市
民
ソ
フ
ト
テ

ニ
ス
大
会
〔
団
体
戦
〕（
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
連
盟
）
／
市
内
在
住
・

在
勤
・
在
学
・
在
ク
ラ
ブ
で
中

学
生
以
上
の
方
／
５
月
13
日
㈰

午
前
８
時
～
午
後
６
時
（
予
備

日
６
月
３
日
㈰
）
／
■場
東
大
和

市
ロ
ン
ド
テ
ニ
ス
ス
ク
エ
ア
／

90
人
（
申
込
順
）
／
１
チ
ー
ム

６
人
の
ク
ラ
ス
分
け
団
体
戦
／

■費
１
チ
ー
ム
三
千
円
／
■申
５
月

３
日
ま
で
に
貴
島
042
―
511
―
１

８
５
７
へ

■
第
29
回
わ
ん
ぱ
く
相
撲
東
大

和
場
所
選
手
募
集
（
東
大
和
青

年
会
議
所
）
／
市
内
小
学
生
／

５
月
13
日
㈰
正
午
～
午
後
４
時

30
分
／
■場
東
大
和
市
ロ
ン
ド
み

ん
な
の
体
育
館
／
個
人
戦
ト
ー

ナ
メ
ン
ト
。
４
～
６
年
生
は
男

女
別
／
■持
動
き
や
す
い
服
装

（
破
れ
て
も
い
い
服
装
）
／
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
中
／
■申
５
月

１
日
ま
で
に
秋
本higashiya

m
ato2018w

anpaku@
gm
ail.

com

へ
■
バ
ザ
ー
品
提
供
の
お
願
い

（
み
ん
な
の
会
）
／
５
月
20
日

㈰
開
催
の
み
ん
な
の
家
ま
つ
り

の
バ
ザ
ー
品
提
供
に
ご
協
力
を

（
古
着
、
人
形
、
大
型
家
具
、

家
電
は
不
可
）
／
■問
第
二
み
ん

な
の
家
042
―
567
―
０
２
６
７

■
テ
ニ
ス
団
体
戦
（
テ
ニ
ス
連

盟
）
／
市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
で
中
学
生
以
上
の
６
人
以
上

チ
ー
ム
で
ダ
ブ
ル
ス
３
ペ
ア

（
女
性
チ
ー
ム
、
男
女
混
合
チ

ー
ム
可
）
／
５
月
27
日
㈰
午
前

８
時
～
午
後
６
時
（
予
備
日
６

月
17
日
㈰
）
／
■費
１
チ
ー
ム
八

千
円
（
中
学
生
二
千
円
、
高
校

生
三
千
円
、加
盟
団
体
五
千
円
）

／
■申
５
月
４
日
ま
で
に
連
盟
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジhttp://hytennis.

org

へ
■
文
化
庁
伝
統
文
化
親
子
教
室

事
業
「
茶
道
こ
ど
も
教
室
」
／

小
・
中
学
生
、
保
護
者
も
可
／

５
月
～
12
月
の
月
３
回
程
度
の

日
曜
日
午
前
10
時
～
正
午
／
■場

中
央
公
民
館
／
12
人（
申
込
順
）

／
気
く
ば
り
、
思
い
や
り
、
お

も
て
な
し
を
学
ぶ
／
■月
900
円

（
実
費
）
／
■持
白
い
ソ
ッ
ク
ス

／
■問
伊
藤
042
―
566
―
０
２
７
５

（
フ
ァ
ク
ス
兼
用
）

■
第
２
回
多
摩
湖
音
楽
祭
（
多

摩
湖
音
楽
祭
実
行
委
員
会
）
／

６
月
16
日
㈯
午
後
２
時
～
８
時

／
■場
ハ
ミ
ン
グ
ホ
ー
ル
／
300
人

（
申
込
順
）
／
■費
前
売
券
：
二

千
円
、
当
日
券
：
二
千
五
百
円

（
障
害
者
割
引
有
り
）
／
■問
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
笑
し
部

亭
・
内
田
080
―
６
０
５
６
―
３

７
２
５

■
バ
レ
エ
会
員
募
集
（
バ
レ
エ

サ
ー
ク
ル
「
ピ
ル
エ
ッ
ト
」）
／

３
歳
～
大
人
／
毎
週
金
曜
日
午

後
７
時
15
分
～
８
時
45
分
／
■場

奈
良
橋
市
民
セ
ン
タ
ー
／
ク
ラ

シ
ッ
ク
バ
レ
エ
／
■入
千
円
／
■月

六
千
円
／
■問
星
野
042
―
567
―
３

６
３
９

■
会
員
募
集
（
ベ
ア
フ
ッ
ト
ワ

ー
ル
ド
）
／
１
歳
６
か
月
頃
～

未
就
学
児
／
毎
月
第
２
・
４
金

曜
日
午
前
10
時
～
10
時
50
分
／

■場
向
原
市
民
セ
ン
タ
ー
／
親
子

体
操
（
直
接
見
学
に
お
越
し
く

だ
さ
い
）
／
■入
300
円
／
■月
千
円

／
■問
斉
藤barefoot.w

orld.
higashiyam

ato@
gm
ail.com

■
サ
ッ
カ
ー
会
員
募
集
（
東
大

和
４
Ｆ
Ｃ
）
／
年
中
児
～
小
学

６
年
生
／
土
・
日
曜
日
、
祝
日

午
前
８
時
～
正
午
、
正
午
～
５

時
／
■場
市
立
第
四
小
学
校
／
■入

800
円
／
■月
年
中
年
長
児
500
円
、

小
学
生
千
円
～
二
千
円
／
■問
松

本
090
―
２
２
４
７
―
０
７
０
９

■
硬
式
テ
ニ
ス
会
員
募
集
（
東

京
ワ
ン
ダ
ー
テ
ニ
ス
倶
楽
部
）

／
毎
週
２
・
３
回
／
正
午
～
午

後
２
時
／
■場
東
大
和
市
ロ
ン
ド

テ
ニ
ス
ス
ク
エ
ア
他
／
テ
ニ
ス

を
基
幹
に
親
睦
を
図
る
／
■費
１

回
200
円
／
■問
花
輪
090
―
４
４
１

３
―
７
８
９
１

■
多
摩
の
戦
中
を
学
ぶ
（
都
立

東
大
和
南
高
等
学
校
）
／
５
月

26
日
㈯
～
７
月
14
日
㈯
午
後
１

時
30
分
～
４
時
40
分
／
■場
都
立

東
大
和
南
高
等
学
校
／
30
人

（
抽
選
）
／
講
義
及
び
戦
跡
の

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク（
全
５
回
）

／
■講
齊
藤
勉
／
■費
千
九
百
円
／

■持
筆
記
用
具
、
交
通
費
／
■申
５

月
６
日
ま
で
に
同
校
経
営
企
画

室
042
―
565
―
７
１
１
７
へ

■
第
11
回
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
～

作
品
募
集
中

　

多
摩
都
市
モ
ノ
レ
ー
ル
㈱
主

催
、
モ
ノ
レ
ー
ル
沿
線
五
市
後

援
で
、
第
11
回
多
摩
モ
ノ
レ
ー

ル
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
を
開
催
中
。

詳
細
は
各
駅
設
置
の
ポ
ス
タ

ー
・
チ
ラ
シ
、
多
摩
モ
ノ
レ
ー

ル
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
参
照
／
応

募
締
切　

５
月
31
日
（
当
日
消

印
有
効
）
／
表
彰　

最
優
秀
賞

１
人
：
５
万
円
、優
秀
賞
12
人
：

１
万
円
、
特
別
賞
６
人
、
入
賞

６
人
、
佳
作
12
人
／
応
募
先　

多
摩
モ
ノ
レ
ー
ル
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
、
ま
た
は
宅
配
便
・
郵
送

で
多
摩
都
市
モ
ノ
レ
ー
ル
㈱

「
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
」
係
（
〒

190

-0015
立
川
市
泉
町
１
０
７
８
―

92
）
／
■問
代
表
042
―
526
―
７
８

０
０
へ
（
平
日
午
前
9
時
～
午

後
5
時
45
分
）

■
植
物
の
病
気
の
原
因
と
な
る

プ
ラ
ム
ポ
ッ
ク
ス
ウ
イ
ル
ス
の

調
査
を
実
施
し
ま
す

　

農
林
水
産
省
と
東
京
都
で
は

５
月
上
旬
か
ら
中
旬
に
か
け
て
、

市
内
の
ウ
メ
・
モ
モ
な
ど
を
対

象
に
「
プ
ラ
ム
ポ
ッ
ク
ス
ウ
イ

ル
ス
の
調
査
」
を
行
い
ま
す
／

■問
東
京
都
農
業
振
興
事
務
所
042

―
548
―
４
８
８
１
ま
た
は
農
林

水
産
省
横
浜
植
物
防
疫
所
国
内

検
疫
担
当
045
―
285
―
７
１
３
５

■
東
京
都
多
摩
地
域
事
業
引
継

ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー
を
開
設

　

立
川
商
工
会
議
所
は
事
業
存

続
に
悩
む
事
業
者
支
援
の
た
め

「
東
京
都
多
摩
地
域
事
業
引
継

ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
開
設
し

ま
し
た
。
事
業
継
承
等
で
お
悩

み
の
事
業
者
の
方
は
ご
相
談
を

／
月
～
金
曜
日
午
前
９
時
～
午

後
５
時
（
祝
日
は
除
く
）
／
■場

立
川
商
工
会
議
所
内
／
■問
東
京

都
多
摩
地
域
事
業
引
継
ぎ
支
援

セ
ン
タ
ー
042
―
595
―
９
５
１
０

◎
図
書
館
の
新
着
資
料
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

ほ
ん
・
本
・
B
O
O
K

健康ひとくちメモ

　

電
話
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
予
約
で
き
ま
す
。

▽
問
合
せ　

中
央
図
書
館
☎
042
―
564
―
２
４
５
４
ま
で
。

〈
一
般
書
〉

・
お
寺
は
じ
め
ま
し
た

渡
邊

源
昇

著

・
こ
こ
が
私
た
ち
の
上
陸
地

ロ
バ
ー
ツ
，
ク
レ
ア

著

・
世
界
の
断
崖　

お
ど
ろ
き

の
絶
景
建
築

パ
イ　

イ
ン
タ
ー　
　

ナ
シ
ョ
ナ
ル

編
著

〈
児
童
書
〉

・
ビ
ジ
ュ
ア
ル
大
相
撲
図
鑑

決
定
版

服
部

祐
兒

監
修

・
み
ん
な
で
！　
ひ
と
り
で
！

た
の
し
い
ト
ラ
ン
プ
あ
そ
び 

草
場

純

等
監
修

・
子
ぶ
た
の
ト
リ
ュ
フ

ピ
ー
タ
ー
ス
，
ヘ
レ
ン

作

新生活！早寝早起き朝ごはん！

　４月は新生活がスタートする時期です。
進学、進級、就職など新しい生活のスタイ
ルになる方も多いのではないでしょうか。
生活のスタイルが変わると生活リズムが乱
れやすくなります。気持ちよく新生活を送
るためにも、まずは睡眠と朝食を意識して
生活をしましょう。
　早寝早起きのコツを３つご紹介します。
１つめは、朝の太陽の光を浴びることです。
脳が光を認識することで、体内時計がリセ
ットされます。できるだけ毎朝同じ時間に
行うと効果的です。２つめは、寝る２時間
前までに食事をすませることです。食後は
からだに消化の負担がかかるため、良質な
睡眠を妨げます。３つめは、寝る前に携帯
やパソコンの画面を見る時間を減らすこと
です。携帯やパソコンの光の刺激を受ける
と交感神経が優位になり、目が冴えて眠れ
なくなります。早寝早起きでよく眠れると
翌朝の目覚めはよく、時間に余裕ができ、
朝食をしっかりとることにつながります。
平成28年度の国民健康栄養調査によると、
20代の男性では37.4％、女性は23.1％が
朝食を抜いています。
　文部科学省の資料によると、朝食を食べ
ている人は、午前中のやる気度が２割高く、
一日を通じて効率的な時間管理が行えてお
り、仕事や家事など、全ての面で充実度や
幸せ度が高い傾向があります。また、朝ご
はんは主食のみの場合と、主食に主菜と副
菜を組み合わせたバランスのよい食事をし
た場合では、認知能力に約２割程度の差が
出ることが科学的に証明されています。早
寝早起き朝ごはんは、規則正しい生活と健
康づくりの始まりです。よい睡眠と朝食を
とる習慣をつけて新生活をスタートさせて
いきましょう。
　健康に関する相談・お問い合わせは、市
立保健センター☎042-565-5211まで。
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東大和市民会館 

ハミングホール
	 新規発売	
■WONDER SHADOW〜ワンダー・シャドウ〜
8月5日（日）午後2時開演／大ホール　全席指定／一般2,500円

（友の会2,000円）小学生以下1,500円／3歳未満のひざ上鑑賞は無料
“影のスペシャリスト”劇団かかし座が贈る、ふしぎなシャドウエンター
テイメント！影絵の魅力をたっぷり詰め込んだ、子どもからおとなまで
楽しめるステージです。／影絵裏方講座同日開催。詳細はお問い合わ
せください。

	 チケット発売中	
■Jスコラーズが贈る昭和の
名曲コンサート＆Jスコ歌声
倶楽部in東大和　
6月2日（土）午後2時開演／小ホー
ル／全席自由／一般2,300円　友の
会2,000円・ぺア券2枚で4,000円
※未就学児入場不可

■ハミング・ザ・シネマ
「うた」　
6月24日（ 日 ）①「SING／
シング」午前11時上映
②「サウンド・オブ・ミュー
ジック」午後2時上映／小
ホール／全席自由（全入替
制）／各回500円

■劇団四季ファミリーミュージカ
ル「王様の耳はロバの耳」　
7月15日（日）午後4時開演/大ホール　
全席指定／大人5,400円（友の会4,900
円）小学生以下3,240円（公演当日3歳
以上小学校6年生以下）／3歳未満のひ
ざ上鑑賞は無料／4月15日（日）から電
話予約を、17日（火）から窓口販売を開
始します。

	 ロビーコンサート	
第206回ロビーコンサート卯月　

「〜春の旅〜」／4月25日（水）正午開演／入場無料

	 ５ 月の施設利用申込み	
大・小ホールは平成31年5月分、その他の
施設は平成30年11月分です。なお、市民
を対象とした調整会議は、５月２日（水）
午後１時30分から行います。

□
国
民
年
金
保
険
料
前
納
割
引

制
度
（
現
金
払
い
）
に
つ
い
て

　

国
民
年
金
保
険
料
は
一
定
期

間
の
保
険
料
を
ま
と
め
て
納
め

る
こ
と
で
、
割
引
と
な
る
「
前

納
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

　

平
成
30
年
度
の
保
険
料
に
つ

い
て
、
２
年
分
を
現
金
で
前
納

す
る
と
、
毎
月
納
め
る
場
合
よ

り
、
一
万
四
、
四
二
〇
円
の
割

引
。

　

１
年
分
を
現
金
で
前
納
す
る

と
、
毎
月
納
め
る
場
合
よ
り
、

三
、
四
八
〇
円
の
割
引
。

　

６
か
月
分
を
現
金
で
前
納
す

る
と
、
毎
月
納
め
る
場
合
よ
り
、

八
〇
〇
円
の
割
引
。

※
１
年
分
・
６
か
月
分
前
納
用

の
納
付
書
は
、
４
月
上
旬
に
発

送
さ
れ
ま
す
。
２
年
分
は
、
お

申
し
出
が
あ
っ
た
方
の
み
、
発

送
さ
れ
ま
す
。

※
２
年
分
・
１
年
分
・
６
か
月

分
（
４
月
分
〜
９
月
分
）
前
納

の
お
支
払
い
期
限
は
平
成
30
年

５
月
１
日
で
す
。

※
現
金
払
い
で
の
前
納
は
、
２

年
分
、
１
年
分
や
６
か
月
分
だ

け
で
は
な
く
、
任
意
の
月
分
か

ら
翌
年
度
末
ま
で
の
分
を
前
納

す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。
こ
の

場
合
、
別
に
納
付
書
が
必
要
と

な
り
ま
す
の
で
、
立
川
年
事
務

所
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

□
退
職
（
失
業
）
に
よ
る
特
例

免
除
制
度
に
つ
い
て

　

厚
生
年
金
に
加
入
し
て
い
た

方
が
退
職
（
失
業
）
す
る
と
、

市
役
所
で
国
民
年
金
の
加
入
手

続
き
を
行
い
、
月
額
一
万
六
、

三
四
〇
円
（
平
成
30
年
度
の
金

額
）
の
保
険
料
を
納
め
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
保
険

料
を
納
め
る
こ
と
が
経
済
的
に

困
難
な
方
に
は
、
申
請
に
よ
っ

て
保
険
料
の
納
付
を
免
除
さ
れ

る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

特
例
免
除
制
度
は
、
失
業
日

（
退
職
日
の
翌
日
）
を
含
む
月

の
前
月
分
か
ら
翌
々
年
６
月
分

ま
で
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
通
常
、
保
険
料
が
免
除
さ

れ
る
た
め
に
は
、申
請
者
本
人
・

配
偶
者
・
世
帯
主
の
方
の
所
得

が
定
め
ら
れ
た
基
準
に
該
当
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
特
例

免
除
で
は
、
審
査
の
対
象
と
な

る
離
職
者
本
人
の
所
得
を
除
外

し
て
審
査
を
行
い
ま
す
。

　

特
例
免
除
を
申
請
さ
れ
る
場

合
は
、
雇
用
保
険
受
給
資
格
者

証
や
雇
用
保
険
被
保
険
者
離
職

票
等
の
公
的
機
関
の
証
明
書
の

写
し
を
添
付
し
て
、
市
役
所
保

険
年
金
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

　

な
お
、
学
生
の
方
で
国
民
年

金
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が

困
難
な
場
合
は
、
学
生
納
付
特

例
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
被
保
険
者
本
人
が
自
著
で
き

な
い
場
合
に
は
印
鑑
（
自
動
印

を
除
く
）
が
必
要
で
す
。

▪
お
問
合
せ
は
、
立
川
年
金
事

務
所
☎
042
─
523
─
０
３
５
２
ま

た
は
東
大
和
市
役
所
保
険
年
金

課
・
内
線
１
０
２
６
ま
で
。

国
民
年
金

だ
よ
り

傾聴の心
　３月８日中央公民館にて、ＮＰＯ法人Ｐ
ＬＡ（パートナーシップアンドリスニング
アソシエーション）の理事長である後

ご
庵
あん

正
まさはる
治氏の講演会がありました。テーマは「高
齢者の心に寄り添う〜傾聴の基礎について
〜」です。興味をひかれ私も参加させてい
ただきました。
　傾聴とは何でしょう？人の話に耳を傾け
ることに、どのような心配りが必要なので
しょうか。
　まずは、相手の話に関心を持ちその思い
に近づくこと、そして誠実に向き合うこと
が大切とのお話がありました。そして、話
の途中で口を挟んだり話の先回りをしたり、
相手の考えを否定しないようにするのだそ
うです。なぜかというと、人は話を最後ま
できちんと聞いてもらえたときに受け入れ
てもらえたと感じ、自己肯定感が生まれ、
勇気が湧いてくるものだからということで
した。
　傾聴とはとにかく聞き役に徹し、相手を
中心に会話することだとわかりましたが、
これはなかなか難しそうです。サポートに
徹する心構えが必要かもしれません。後庵
氏も「これから傾聴するぞ、と態勢を整え
ましょう」とユーモアを交えておっしゃっ
ていました。
　しかしお話を伺っているうちに、傾聴と
は、すべての会話の基本なのではないかと
思いいたりました。普段の生活の中でも使
えそうです。相手が目上の方でも同年輩で
も幼い子どもであっても、誠実に耳を傾け
ることは大事だと思います。会話をすると
きに、これが双方で行われればお互いに楽
しい時間を共有できるでしょう。傾聴の心
は相手を大事にする思いやりの気持ちから
生まれるものだと思います。　
　皆さんもより良い人間関係を築くために、
今日から「傾聴の心」を始めてみませんか。　

（市民記者　森脇千春）

市
レポート

記民 者

東大和市平和都市宣言（抄）
戦争と核兵器のない世界の
建設に向けて努力することを
あらためて誓い、東大和市が
平和都市であることを宣言
する。

友の会
先行

一般
電話

一般
窓口

5／8
（火）

5／12
（土）

5／13
（日）

窓口販売：午前9時〜午後8時30分
電話予約：午前9時〜午後5時　☎042-590-4414
　　　　　毎週月曜日休館・祝日の場合は翌日休館
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